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ナス科の、つる性多年生植物。全
草にやわらかい毛が生える。
夏から秋にかけて咲く花は、白色
でナスの花に似ており、実は赤く熟
す。
実は、水分が多く、直径１㎝ほど
で、ヒヨドリが好んで食べることが
ヒヨドリジョウゴ（上戸）の名の由
来とされる。ただし、人間には有毒
なので、注意が必要である。
日本全国に分布し、人里近くや丘
陵地で見ることができる。（写真の黄
葉はイチョウの葉）

アキアカネを一回り小型にしたア
カトンボで、マユタテアカネやヒメ
アカネと似た種である。オスの顔が
蒼白なことが特徴の一つで、和名は
おしろいを塗った舞妓になぞらえて
付けられた。
かつては平野部を中心に比較的普
通に見られた種であるが、今は信濃
川河川敷や浦瀬町周辺にわずかに見
られるだけで、コノシメトンボなど
とともに顕著な衰退を示す種である。

寺
社
の
境
内
、
つ
じ
や
路
傍
な

ど
に
建
つ
石
仏
。
小
さ
な
石
仏
は

稚
拙
な
彫
り
で
、
い
か
め
し
さ
や

厳
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
刻
ま

れ
た
像
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
は
、

不
思
議
と
私
た
ち
の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

写
真
は
四
ツ
屋
町
の
天
満
神
社

境
内
に
建
つ
庚こ

う

申し
ん

塔
で
す
。

庚
申
塔
は
そ
こ
に
庚
申
信
仰
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
庚
申

と
は
干え

支と

の
一
つ
「
庚

か
の
え

申さ
る

」
の
日

に
青

し
ょ
う

面め
ん

金こ
ん

剛ご
う

な
ど
を
祀ま

つ

っ
て
徹
夜

す
る
行
事
を
い
い
、
そ
の
夜
に
眠

る
と
体
の
中
に
い
る
三さ

ん

尸し

虫
ち
ゅ
う

が
罪

を
上
帝
に
告
げ
る
（
命
を
縮
め
る
）

と
い
う
信
仰
か
ら
き
て
い
ま
す
。

庚
申
は
主
に
講
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

市
域
に
は
百
基
を
超
え
る
庚
申

塔
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

多
く
は
江
戸
時
代
の
後
期
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。

刻
ま
れ
て
い
る
像
は
青
面
金
剛

で
す
。
一
般
的
に
は
忿ふ

ん

怒ぬ

相
を
し

た
一
面
六
臂ぴ

で
、
上
部
に
日
月
、

下
部
に
鶏
と
猿
が
刻
ま
れ
、
天あ

ま

の

邪じ
ゃ

鬼く

を
踏
み
つ
け
て
い
る
像
も
あ

り
ま
す
。

四
ツ
屋
町
の
庚
申
塔
の
青
面
金

剛
は
、
腰
巻
き
を
し
た
半
裸
の
女

人
像
（
シ
ョ
ケ
ラ
）
を
ぶ
ら
下
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
庚
申
の
と

き
は
同ど

う

衾き
ん

（
男
女
が
同
じ
夜
具
の

中
に
一
緒
に
寝
る
こ
と
）
を
禁
じ

て
い
た
こ
と
な
ど
に
関
係
が
あ
る

よ
う
で
す
。

庚
申
信
仰
を
知
ら
な
い
と
少
し

び
っ
く
り
す
る
姿
と
い
え
ま
す
。

▲庚申塔
（四ツ屋町・天満神社境内）
塔の高さは78センチで、明治45年3月14日
の建立です。四ツ屋町では昭和40年ころま
で講が続けられていたといいます。
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環境に関する情報を公開します -「環境に関する年次報告書」-

「環境に関する年次報告書」は、
長岡市の環境の現状と、環境保全
のための取り組み状況をまとめた
ものです。
今月は、11月上旬に発行する平

成14年版「環境に関する年次報告
書」についてお知らせします。

長岡の環境の現状を紹介

「環境に関する年次報告書」の
第１章では、長岡市の環境の状況
を大気、水質、地盤、騒音・振動、
廃棄物などの項目で紹介していま
す。また、長岡の地形や地質、植
物、動物などの現状も分かりやす
くまとめて掲載しています。

環境に関する
苦情や相談の状況も掲載

この報告書には平成13年度に市
に寄せられた、環境に関する苦情
や相談の状況も掲載しています。
平成13年度に受理した苦情件数

は74件。内容は、悪臭、大気汚染、
騒音に関するものが８割以上を占
めました。
また、苦情や相談は、産業活動

によるものから、家庭用焼却炉の
煙や悪臭、近隣騒音など、市民生
活によるものへと変わってきてい
るのが特徴です。

良好な環境の保全と創造のため
の市の施策を掲載

第２章では、平成８年に策定し
た「長岡市環境基本計画」に基づ
く市の施策とその実施状況を掲載
してます。
市は、各施策の実施を通して「良
好な環境の将来の世代への継承」
を目指しています。

ご意見をお寄せください

平成14年版「環境に関する年次
報告書」は、11月上旬から市役所１
階情報ラウンジのほか、市民セン
ターや図書館、公民館などでご覧
いただけます。ぜひ、内容について
ご意見をお寄せください。

,-./01234567895+
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平成13年度の苦情および相談の状況
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重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

具
体
的
な
施
策
を
平
成
十
五
年
度
予
算
に

盛
り
込
み
ま
す
。

②
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
の
整
合
性
を
図
り

ま
す
。

③
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
関
す
る
検
討
を
早

期
に
開
始
し
ま
す
。

④
中
心
市
街
地
（
都
心
地
域
）
と
千
秋
が

原
・
古
正
寺
地
区
（
副
心
地
域
）
を
結
ぶ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

⑤
都
心
地
域
と
副
心
地
域
の
連
携
強
化
と

交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
大
手
大

橋
の
四
車
線
化
を
県
に
対
し
て
引
き
続
き

要
望
し
ま
す
。
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千
秋
が
原
地
区
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
地
区
で
す
。
特
に
、

市
町
村
合
併
を
含
め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
経
済
の
広
域
化
と
い
う
大
き
な

視
点
か
ら
見
れ
ば
、
中
心
市
街
地
と
一
体

と
な
っ
た
長
岡
地
域
の
核
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
間
競
争
に
打

ち
勝
ち
、
活
力
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
今
回
の
変
更
協
議
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
必
要
な
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

千秋が原南側部分の利用計画の
一部変更協議に対する要請

１ 土地利用ゾーニングについて
e土地利用のキーワード
土地利用については、次に示す「キーワード」をグラン
ドコンセプトとしていただきたい。
・精神的な豊かさという意味からの「ゆとり」、「やすらぎ」、
「潤い」、「文化」、「教養」、「教育」
・周囲との調和を保つ意味からの「品格」、「風格」、「潤い」、
「景観」
・人々の交流という意味からの「人と人とがふれあえる場
所」、「楽しい待ち合わせの場所」、「あらゆる世代の人々
が集う場所」
・福祉社会に対応する意味からの「バリアフリー」
f都市計画法上の手続き
要望された市街化区域への編入等の都市計画法上の手続
きについては、長岡市都市計画マスタープランの見直し後
に行うので、承知していただきたい。

２ ゾーン別土地利用計画について
e豊かさや潤いを感じられる空間
・ショッピングセンターについては、長岡赤十字病院への
騒音及びグレア（まぶしさ）を考慮した施設の配置を行
うとともに、病院側の道路沿いには、緩衝帯となる植栽
を行うこと。
・長岡市緑の基本計画に基づき、各施設敷地内には植栽等
による十分な緑化エリアを設けること。
・ショッピングセンター内には文化施設を設置すること。

f信濃川や北側部分など周辺との調和
・長岡市都市景観条例の趣旨を踏まえ、建築物等のデザイ
ンや高さなど、景観に対する十分な配慮を行うこと。
・ショッピングセンター及びアミューズメント施設につい
ては、隣接する千秋が原北側部分の雰囲気と調和した、
品格のあるグレードの高い仕様とすること。
�人々が集い楽しめる交流の場
・ショッピングセンターは、豊かな空間を取り入れたショ
ッピングモールを中心とすること。
・ショッピングセンターで扱う商品は、ブランド品やアウ
トレット商品など魅力あるものを主体とすること。
・ショッピングセンターは、障害者や高齢者が安全かつ快
適に買物ができる高度な配慮を行うこと。
�ユニバーサルデザインへの対応
・地区内の道路及び施設については、バリアフリー化を徹
底すること。
・福祉の自動車練習パークについては障害者福祉を実践す
る本格的な教習所とすること。
・温泉テーマパークについては、医療的な側面を重視した
ものとすること。

地元商店への配慮
・ショッピングセンターには、地元の商店等がテナントと
して優先的に出店できるスペースを確保すること。

３ 関連公共施設整備計画について
・公園用地と市への提供土地が一体的に利用できるよう、
公園の位置を変更すること。
・提供土地にアクセスする道路は、交通渋滞緩和及び提供
土地の有効活用を図るため幅員16ｍに拡幅整備すること。
・歩道や駐車場の整備は、車椅子の利用者をはじめとする
障害者、高齢者にやさしいものとすること。

�信濃川をはさんで、大手大橋
で直結されている千秋が原南側
部分（赤線の内側）と中心市街
地（写真右側）

大手大橋大手大橋
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千
秋
が
原
南
側
地
区
の
土
地
利
用
変
更

計
画
に
つ
い
て
は
、
六
月
十
九
日
に
計
画

変
更
の
協
議
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
以
来
、

市
政
だ
よ
り
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
内
容
を
公
表
し
、
幅
広
く
ご
意
見
を

お
聴
き
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
市
民
の
代
表
や
学
識
経
験
者
か

ら
な
る
「
千
秋
が
原
南
側
地
区
導
入
施
設

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
市
民
の
立
場

か
ら
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
そ
の
内
容

は
市
政
だ
よ
り
九
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
）。

市
議
会
に
お
い
て
も
、
二
回
の
議
員
協

議
会
と
九
月
定
例
会
の
本
会
議
お
よ
び
委

員
会
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
十
分
に
ご
議

論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
長
岡
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
団
体
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
や
視
点
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
個
々
に
寄
せ
ら

れ
た
ご
意
見
も
百
五
十
件
に
の
ぼ
り
ま
し

た
（
十
月
十
五
日
現
在
）。

そ
の
内
訳
は
、
計
画
に
賛
成
の
ご
意
見

が
九
十
七
件
、
反
対
の
ご
意
見
が
十
五
件
、

そ
の
他
の
ご
意
見
が
三
十
八
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
議
論
や
検
討
が
約
四
カ

月
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
ご
意
見
を
十
分
に
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
十
分
踏
ま
え
、
今
回
の
計
画
が
よ
り
市

民
全
体
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
、
開
発
者

で
あ
る
室
町
産
業
㈱
と
長
鐵
工
業
㈱
に
対

し
て
必
要
な
変
更
要
請
を
十
月
十
七
日
に

行
い
、
開
発
者
か
ら
要
請
に
対
し
全
面
的

に
対
応
す
る
旨
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
（
市
が
要
請
し
た
内
容
は
左
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
計
画
に
同
意

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
国
に
協
議
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
、
国
と
の
協
議
が
整
っ
た
場
合
は
、

開
発
に
伴
う
都
市
計
画
上
の
手
続
き
を
進

め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
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一
方
、
今
回
の
計
画
変
更
協
議
を
契
機

に
、
長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
議

論
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
に
よ
っ
て
、
中
心
市

街
地
と
千
秋
が
原
・
古
正
寺
地
区
を
都
心

地
域
と
副
心
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
た
都

市
構
造
の
考
え
方
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
再
確
認

し
、
様
々
な
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
対

応
と
し
て
、
次
の
点
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化
対
策
を
市
の
最

89:;
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「市長への手紙」の専用はがきは
市役所１階の市民情報ラウンジの
ほか、ながおか市民センター、各
地区公民館、図書館、体育館、高
齢者センター、社会福祉センター
などに備えてあります。
長岡市ホームページの「市長への
手紙」コーナーもご利用ください。
?@@AB//CCCDEF@GDHIJIKLIDHFFJI@IDMA

千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
利
用
計
画
変
更
協
議
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市
で
は
、
千
秋
が
原
南
側
部
分
の
変
更
計
画
に
つ
い
て
、
よ
り
市
民
全
体
の
利
益
に
な
る

よ
う
に
計
画
の
一
部
変
更
な
ど
を
開
発
者
に
要
請
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
計
画
変
更
協
議
の
経
過
と
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
方
針

に
つ
い
て
、
森
市
長
が
報
告
し
ま
す
。
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康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
進
め
、

要
介
護
者
の
割
合
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
在
宅
介

護
を
充
実
さ
せ
て
安
心
し
て
在
宅

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

計
画
の
見
直
し
で
は
、
こ
れ
ら

の
現
状
を
踏
ま
え
、「
健
康
づ
く
り

・
介
護
予
防
の
推
進
」
と
「
在
宅

介
護
重
視
」
を
計
画
の
大
き
な
柱

と
し
て
積
極
的
に
進
め
て
い
く
方

向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
を
推
進

ま
ず
、
大
切
な
こ
と
は
よ
り
多

く
の
高
齢
者
が
健
康
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

見
直
し
で
は
、
次
の
二
つ
の
取
り

組
み
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
「
な
が
お
か
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン

21
」
を
策
定
し
、
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

②
痴
呆
予
防
教
室
や
転
倒
骨
折
予

防
教
室
、
生
き
が
い
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
拡
充
し
、
介
護
予
防

を
推
進
し
ま
す
。

在
宅
介
護
重
視
に
転
換

も
う
一
つ
の
柱
は
、
在
宅
介
護

を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
す

る
こ
と
で
す
。
見
直
し
で
は
、
次

の
五
つ
の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
資

質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

在
宅
介
護
重
視
の
視
点
で
適
切

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
付
住
宅
を
整
備

し
ま
す
。

在
宅
介
護
で
は
不
安
が
あ
る
が
、

施
設
に
入
所
す
る
ま
で
も
な
い
人

の
た
め
に
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
や
見

守
り
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
高
齢
者
向
け
住
宅
を
整
備

し
、
入
居
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
痴
呆
対
応

型
）
を
さ
ら
に
整
備
し
ま
す
。

今
後
も
痴
呆
性
高
齢
者
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

痴
呆
性
高
齢
者
の
介
護
が
し
や
す

い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

④
施
設
入
所
基
準
を
策
定
し
ま
す
。

入
所
待
ち
を
し
て
い
る
人
の
な

か
に
は
、
施
設
に
入
所
す
る
ま
で

も
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
本
当
に
施
設
介
護
が
必
要
な

人
が
入
所
で
き
る
よ
う
に
、
介
護

の
必
要
性
の
程
度
や
家
族
の
状
況

な
ど
を
考
慮
し
た
施
設
入
所
基
準

を
策
定
し
ま
す
。

⑤
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

在
宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
な

ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
以
外
の

高
齢
者
福
祉
施
策
と
し
て
実
施
し

て
い
る
住
宅
改
造
費
の
助
成
や
家

族
介
護
支
援
短
期
入
所
事
業
な
ど

の
拡
充
を
行
い
、
在
宅
介
護
を
支

援
し
ま
す
。

保
険
料
の
改
定
も

大
き
な
課
題
で
す

以
上
の
よ
う
な
見
直
し
を
行
い
、

介
護
予
防
の
充
実
や
在
宅
重
視
の

施
策
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

の
も
と
に
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た

と
し
て
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量

と
費
用
は
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
（
図
３
）。

そ
の
結
果
、
保
険
料
は
現
在
の

月
額
二
千
九
百
八
十
四
円
が
月
額

三
千
八
百
円
程
度
に
な
る
と
試
算

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
現
時
点
で
の

試
算
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
増
額

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
保
険
料
を

低
く
抑
え
る
こ
と
も
見
直
し
の
大

き
な
課
題
で
す
。

市
で
は
今
後
、
高
齢
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
料
に
関
し
て

各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
意
見
を
う
か

が
い
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え

で
計
画
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

高齢者福祉サービスと
介護保険料に関する説明会を開催
ご都合のよい日に直接会場にお越しくだ

さい。

図３ サービスの利用状況と見込み

�食事サービスの後、一緒に歌を歌う高
齢者のみなさん（10月24日・宮内地区福
祉センター）

期日 時間 会場
11月12日�

14：00
～15：30

高齢者センターみやうち
13日� 長岡勤労者体育センター
14日� 高齢者センターふそき
18日� 関原公民館

19日�
高齢者センターまきやま
高齢者センターけさじろ

26日�

10：00
～11：30

高齢者センターけさじろ
14：00
～15：30

問い合わせ 福祉総務課�39・2217

●関原公民館と高齢者センターけさじろは駐車場が
ありません。車での来場はご遠慮ください。
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高
齢
者
保
健
福
祉
の

現
状
と
課
題

長
岡
市
で
は
、
他
の
市
町
村
と

比
べ
て
要
介
護
者
の
認
定
率
（
高

齢
者
数
に
対
す
る
要
介
護
認
定
者

の
割
合
）
が
高
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
高
齢
者
数
の

増
加
に
と
も
な
い
（
図
１
）、
要
介

護
者
は
年
々
増
加
し
、
認
定
率
も

上
が
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。ま

た
、
在
宅
介
護
よ
り
も
施
設

介
護
の
利
用
を
希
望
す
る
人
が
多

い
と
い
う
傾
向
も
特
徴
と
し
て
見

ら
れ
ま
す
。

こ
の
理
由
は
「
住
み
慣
れ
た
自

宅
で
介
護
を
受
け
た
い
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
在
宅
介
護
に
不
安
が

あ
る
こ
と
か
ら
施
設
介
護
を
頼
り

が
ち
に
な
る
た
め
な
ど
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
健

長
岡
市
は
平
成
十
二
年
に
策
定
し
た
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
つ
い
て
、
市
民
代
表
、
福
祉
や
医
療
・
保
健
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
会
議
で
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
を
進
め
る
と
と
も
に
、
在
宅

介
護
重
視
を
目
指
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
見
直
し
案
の
説
明
会
を
開
催
し
（
五
ペ
ー
ジ
参
照
）、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
、
次
期
計
画
（
平
成
十
五
年
度
〜
十
九
年
度
）
を
ま
と

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

図１ 高齢者数の現況と見込み

図２ 要介護者数の現況と見込み

�
�

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
ま
す
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長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

で
は
、
た
だ
い
ま
芸
術
普
及
活
動

の
一
環
と
し
て
小
中
学
校
出
前
コ

ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
演
奏
家
が
ホ
ー
ル
を
飛

び
出
し
、
そ
の
息
づ
か
い
が
じ
か

に
感
じ
ら
れ
る
学
校
の
音
楽
室
な

ど
を
会
場
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う

も
の
で
す
。
よ
り
身
近
に
芸
術
文

化
に
触
れ
て
も
ら
い
、
想
像
力
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

文
化
庁
の
芸
術
拠
点

形
成
事
業
に
も
採
択

今
年
度
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

行
う
小
中
学
校
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

を
含
む
九
つ
の
自
主
事
業
は
、
文

化
庁
の
芸
術
拠
点
形
成
事
業
の
対

象
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
文
化
庁
が
自
ら
企

画
・
制
作
す
る
能
力
を
持
つ
ホ
ー

ル
を
支
援
す
る
も
の
で
、
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
生
の
感
動
を

今
年
度
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
和
楽

器
、
ブ
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

声
楽
、
室
内
楽
の
四
分
野
で
、
市

内
十
三
校
を
会
場
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
演
奏
家
は
演
奏
だ
け
で
な

く
、
楽
器
の
仕
組
み
や
自
ら
の
音

楽
体
験
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
進

め
て
い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
は
普
段
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す
か
。「
ｅ
eネ
ッ
ト

シ
テ
ィ
な
が
お
か
」
で
は
、
地

域
に
密
着
し
た
健
康
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
来
年

二
月
か
ら
次
の
三
つ
の
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
す
。

一
つ
目
は
Ｖ
Ｏ
Ｄ
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
ビ
デ
オ

映
像
が
視
聴
で
き
る
仕
組
み
）

を
使
っ
た
情
報
提
供
で
す
。
今

年
度
の
内
容
は
①
健
康
づ
く
り

講
演
会
「
転
ば
な
い
た
め
の
体

づ
く
り
」、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実

技
講
習
会
」
②
離
乳
食
に
つ
い

て
の
講
話
③
ハ
ッ
ピ
ー
体
操（
高

齢
者
の
た
め
の
運
動
不
足
解
消

体
操
）
④
妊
婦
リ
ラ
ッ
ク
ス
体

操
⑤
妊
婦
の
栄
養
⑥
沐
浴
指
導

⑦
お
産
の
準
備
⑧
歯
磨
き
指
導

⑨
親
子
遊
び
f�
予
防
接
種
の
受

け
方
指
導
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
た
情
報
交
換
の

実
験
で
す
。
健
康
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
地
区
の
親

子
サ
ー
ク
ル
、
高
齢
者
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
み
な
さ
ん
に
健
康
・

栄
養
に
関
す
る
講
習
・
指
導
や

健
康
相
談
・
健
康
教
育
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使

い
、
健
康
、
栄
養
に
関
す
る
講

習
や
指
導
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
ラ
イ
ブ
中
継
も
し
ま

す
。三

つ
目
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
た
相
談
の
実
験

で
す
。
市
民
セ
ン
タ

ー
に
設
け
る
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
の
装

置
を
使
い
、
健
康
セ

ン
タ
ー
の
担
当
者
と

対
話
形
式
で
健
康
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

や
相
談
を
す
る
と
い

う
実
験
を
行
い
ま
す
。

Ｖ
Ｏ
Ｄ
と
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
！
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▲歯磨き指導（稲川恵子さんと宙くん）
乳幼児歯科健診での歯科衛生士の指導
を、15分間のビデオにまとめて紹介しま
す。

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
芸
術
普
及
活
動
を
実
施
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▲和楽器コンサート（10月11日・堤岡中学校音楽室）
「先入観を持たずにいろいろな音楽を聞いてほし

い」と話す篠笛奏者の狩野泰一さん。生徒たちも篠笛
や津軽三味線、和太鼓など、初めて間近に聞く和楽器
の音色に魅せられたようです。

姉妹都市締結15周年

森市長がフォート
ワース市を公式訪問
10月６日～13日、森市長を団長と

する訪問団が姉妹都市フォートワー
ス市を訪れました。一行は、国際交
流関係者との懇談や市議会表敬訪問、
文化・教育施設の視察などを行いま
した。

これまでの15年
間、両市の間で約
3,000人が交流事
業に参加してきま
したが、今回の訪
問で、今後も引き
続き友好関係を発
展させていくこと
が確認されました。

▲フォートワース市
議会であいさつする
森市長（10月８日）

"

十
一
月
一
日
、
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
（
大
手
通
二
丁
目
）
一

階
に
障
害
者
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
障
害
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
気
軽
に
集
ま
れ
談
話
や
情

報
交
換
が
で
き
る
場
所
で
す
。

一
般
の
人
と
も
交
流

で
き
る
施
設
で
す

障
害
者
プ
ラ
ザ
で
は
、
主
に
身

体
障
害
者
と
知
的
障
害
者
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
四
月
か
ら
二
階
の
会
議
室

で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
階

に
移
っ
た
こ
と
で
よ
り
気
軽
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
と
健
常

者
と
が
交
流
で
き
る
よ
う
、
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
使
用
す
る
ほ

か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
時
間

を
交
流
の
場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

視
覚
障
害
者
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
増
設
、

階
段
へ
の
点
字
シ
ー
ル
の
取
り
付

け
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
も
行

い
ま
し
た
。

な
お
、
一
階
に
あ
っ
た
観
光
課

と
長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
は
五
階
に
、
四
階
に
あ
っ
た

市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
は
障
害
者

プ
ラ
ザ
の
隣
に
移
動
し
ま
し
た
。

市
民
セ
ン
タ
ー
を

さ
ら
に
充
実

こ
の
ほ
か
十
二
月
中
旬
に
は
、

四
階
の
ち
び
っ
こ
広
場
を
拡
充
し
、

託
児
室
、
子
育
て
相
談
室
を
設
け

る
ほ
か
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
打

ち
合
わ
せ
や
活
動
場
所
と
し
て
も

利
用
で
き
る
会
議
室
を
作
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
市
民
セ
ン
タ
ー
に
み
な
さ
ん
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

#
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
:
;
（
最
終
回
）

十
月
二
十
五
日
に
三
島
町
で

開
か
れ
た
長
岡
地
域
市
町
村
合

併
研
究
会
首
長
会
議
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
約
一
年
間
の
検
討
内

容
を
ま
と
め
る
最
終
報
告
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
（
内
容

は
市
政
だ
よ
り
十
二
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）。

今
後
、
八
つ
の
市
町
村
は
、

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
合
併
に

向
け
た
次
の
段
階
の
任
意
協
議

会
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
を
し
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
研
究
会
の
状

況
や
合
併
特
例
法
の
期
限
を
考

え
、
各
市
町
村
の
首
長
、
議
員
、

学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
任

意
協
議
会
を
年
内
に
設
置
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
や
住

民
へ
の
影
響
が
大
き
い
制
度
を

ど
う
す
る
か
な
ど
の
調
整
を
行

い
、
合
併
市
の
よ
り
具
体
的
な

形
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

+
,
<
=
>

?
@
A
=
B
C
D

市
で
は
、
合
併
に
関
す
る
質

問
・
意
見
な
ど
に
迅
速
、
か
つ
、

的
確
に
対
応
す
る
た
め
合
併
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
市
町
村
合
併

推
進
室
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

〈
合
併
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〉

�
39
・
２
２
６
０
、
39
・
２
２

２
７
、
E
39
・
２
２
８
０
、
Ｅ

メ
ー
ルF

G
H
F
H
I
JH ＠

K
LMNOG
H

F
H
I
JH
OG
LLF
H
MH
OPQ

()*+,
�@RSTU（無料）

直接会場にどうぞ。
日時＝11月30日V午後２時～５時
会場＝リリックホール・シアター
内容＝①基調講演

テーマ…「新しいまちづくりを
めざして」、講師…中央大学教
授・佐々木信夫さん
②パネルディスカッション
テーマ…「市町村合併で描く
夢」、コーディネーター…佐々
木信夫さん、パネリスト…総務
省行政体制整備室長、関係市町
村長、関係市町村議会議長、長
岡商工会議所

問い合わせ＝市町村合併推進室�39・
2260、39・2227

W

X身体障害者デイサービス・絵画（10月21日・
ながおか市民センター２階会議室）
11月の美術展に向け仕上げの作業中です。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
に

W
Y
Z
[
\
]
^
_
�
[
�

●身体障害者デイサービス（無料）
・主に月・金
１日の部…午前10時～午後２時30分
午後の部…午後１時30分～３時
●知的障害者デイサービス（無料）
・土曜日午前11時～午後３時
詳しくはお問い合わせください。

福祉相談課�39・2218

▲市民センター１階の平面図
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刀
隊
、
本
陣
隊
な
ど
の
総
勢
五
百

人
が
大
手
通
り
に
集
結
。「
い
ざ
出

陣
」
の
号
令
の
も
と
、
西
軍
と
の

戦
い
へ
出
陣
し
て
行
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
戦
争
に
敗
れ
た
長

岡
へ
、
三
根
山
藩
か
ら
救
援
米
が

送
ら
れ
る
「
米
百
俵
の
儀
」
が
行

わ
れ
、
そ
の
あ
と
山
本
有
三
の
戯

曲
『
米
百
俵
』
の
一
場
面
が
演
じ

ら
れ
ま
し
た
。

牧
野
忠�
�

訓�
�

公
姫
君
役
で
参
加
し

た
小
林
典
子
さ
ん
（
新
組
町
）
は

「
最
初
は
と
て
も
不
安
だ
っ
た
け

ど
、
最
後
は
馬
に
も
慣
れ
、
楽
し

く
姫
君
役
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ

た
で
す
。
こ
の
米
百
俵
ま
つ
り
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
も
が

参
加
し
や
す
い
お
祭
り
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

�
�
�
	


a
b
c
d
e
f
�

さ
ら
に
、
時
代
は
明
治
か
ら
現

代
へ
と
進
み
「
米
百
俵
の
精
神
」

を
現
代
に
引
き
継
ぎ
、
日
本
や
世

界
で
活
躍
し
た
、
三
島
億
二
郎
、

岸
宇
吉
、
斎
藤
博
、
小
原
直
ら
、

郷
土
の
先
人
十
五
人
が
そ
の
功
績

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
森
市
長
が
「
地
域
の

発
展
と
世
界
平
和
の
た
め
に
『
米

百
俵
の
精
神
』
を
生
か
す
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
「
米
百
俵
宣
言
」

を
読
み
上
げ
、
八
千
人
の
市
民
が

見
守
る
中
、
夜
空
を
彩
る
嘉
瀬
誠

次
さ
ん
の
花
火
を
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
、

「
米
百
俵
ま
つ
り
」
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

�
�
�
	
�


�
c
d

�
d
�
�
�
�
�
�
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米
百
俵
ま
つ
り
実
行
委
員
長
の

廣
井
晃
さ
ん
は
「
来
年
は
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

将
来
は
、
こ
の
長
岡
の
特
色
を
生

か
し
た
米
百
俵
ま
つ
り
を
、
長
岡

の
秋
を
代
表
す
る
祭
り
に
育
て
て

い
き
た
い
で
す
」
と
、
早
く
も
来

年
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
来
年
も
、
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

������ ���� !

"��	#$%&'()*+,
三根山藩（巻町）から長岡藩へ百俵
の救援米が送られたという史実に基づ
き、巻町と長岡市の有志ランナー100
人が、巻から長岡までの42.8キロメー
トル（全14区間）をリレーで走り継ぎ
ました。
午後５時、100人の思いをつないだ

最終区間のランナー９人が、大勢の人
が待ち受ける大手通りにゴール。
ステージでは、巻高校２年の小嶋は
るなさんが、巻町長からの親書を読み
上げて森市長へ手渡し、「米百俵」ゆか
りの二つのまちの友好は、さらに深ま
りました。

��	-./0
「米百俵競書大会」には、市内
外の小中学生580人が参加。市民
センター地下イベント広場で、作
品展示と表彰式が行われました。

123
-4
米百俵まつりでは、長岡市の

悠久太鼓と、見附市や川口町な
ど周辺市町村の太鼓団体の競演
も行われました。

"567&89:
訪れた人をなつか
しい時代へと誘う
「江戸村」が出現。
茶店、そば屋などが
出店したほか、チン
ドン屋、大道芸など
で会場はにぎわいま
した。

";<
�&�=>��

��	?@A
大手通りとその周辺は、
当日歩行者天国となり、
餅つき大会や俵投げ大会、
楽器の演奏、踊りの発表
会、囲碁大会などのさま
ざまなイベントが開催さ
れました。

BC
��	�
�

▲戯曲『米百俵』の一場面
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午
後
五
時
、
か
が
り
火
の
た
か

れ
る
中
「
米
百
俵
ま
つ
り
」
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
越
後
長
岡
時
代

行
列
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

�
S
T


U
V
c
�
W
X
�

Y
�
Z
[
\
]
^

第
一
部
「
戦
国
時
代
〜
江
戸
時

代
」
で
は
、
公
募
で
選
ば
れ
た
十

五
人
の
み
な
さ
ん
が
、
虎
御
前
・

虎
千
代
（
幼
少
時
の
上
杉
謙
信
）

母
子
や
、
最
初
に
長
岡
に
城
を
築

い
た
堀_

`

直g
h

竒i
`

な
ど
戦
国
時
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
の
長
岡
ゆ
か
り
の

人
物
に
ふ
ん
し
て
行
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
勤
交
代
行
列
も
再
現

さ
れ
、
色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
身

に
着
け
た
先
人
た
ち
が
繰
り
広
げ

る
壮
大
な
歴
史
絵
巻
は
、
集
ま
っ

た
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

公
募
で
選
ば
れ
、
堀
直
竒
役
で

参
加
し
た
廣
川
義
昭
さ
ん
（
高
見

町
）
は
「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
初

め
て
の
お
祭
り
だ
っ
た
の
で
反
省

点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
本
当

の
意
味
で
の
『
市
民
の
ま
つ
り
』

に
育
て
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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第
二
部
は
「
戊
辰
戦
争
と
長
岡
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
朝
、
市
内
各
地
を
出

発
し
た
河
井
継
之
助
隊
、
山
本
帯

���������������������������������������
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長
岡
の
秋
を
彩
る
新
し
い
祭
り

m
n

o
p

�
�
�
�
�
�

q
r

十
月
五
日
、
長
岡
の
秋
に
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
米
百

俵
ま
つ
り
が
誕
生
し
ま
し
た
。

米
百
俵
ま
つ
り
は
、「
収
穫
の
秋
」
を
楽
し
む
と
と
も

に
、
長
岡
が
世
界
に
誇
る
「
米
百
俵
の
精
神
」
を
学
ぼ

う
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
発
案
・
企
画
し
、
手
づ
く

り
で
実
現
さ
せ
た
祭
り
で
す
。

大
手
通
り
と
そ
の
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
米
百

俵
ま
つ
り
に
は
、
約
五
万
人
の
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
、

「
参
加
し
て
楽
し
む
人
」「
見
て
楽
し
む
人
」
そ
れ
ぞ
れ

に
秋
の
一
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
米
百
俵
ま
つ
り
の
よ
う
す
を
「
越
後

長
岡
時
代
行
列
」
を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。

▲郷土の先人たちとともに「米百俵宣言」を読み上げる森市長

▲馬上の小林典子さんは牧野忠訓公の姫君として行列に参加

s虎千代・虎御
前役に親子で参
加した福原弘子
さんと啓介さん
（中沢４）

▲時代行列第１部で堀直竒として行進する
廣川義昭さん



日
時
�
11
月
23
日
祝�
午
後
１
時

〜
４
時

会
場
�
厚
生
会
館
大

ホ
ー
ル

発
表
内
容
�
民
踊
、

詩
吟
、
謡
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

大
正
琴
、
合
唱

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�



い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
要
求
さ

れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
12
月
５
日
〜
２
月
20
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
計
10
回
）

会

場
�
中
央
公
民
館
４
０
５
教
室

内
容
�
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心

構
え
、
上
手
な
話
し
方
、
会
議

の
進
め
方
、
実
践
者
に
学
ぶ
な

ど

参
加
料
�
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
11
月
11
日
月�
か
ら

a
b
c
d
e
f
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
d
�
�
b
�

�
�
�
�
�
b
�
�
�

長
岡
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン

ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち

の
先
生
」
が
講
師
で
す
。

日
時
�
12
月
12
日
木�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
場
�
中
央
公

民
館
工
作
室

定
員
�
25
人

受
講
料
�
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
�
11
月
11
日
月�
〜
29

日
金�
に

※
さ
ま
ざ
ま
な「
ま
ち
の
先
生
」

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
生
涯
学
習
相
談
室
�

38
・
６
５
５
２
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
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日
時
�
11
月
17
日
日�
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分（
雨
天
中
止
）

観
察
地
�
信
濃
川
河
川
敷

集

合
�
科
学
博
物
館

対
象
�
小

学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
）

持
ち
物
�
筆
記

用
具
、
移
植
ご
て
な
ど
の
採
集

用
具
、
昼
食

参
加
料
�
50
円

申
し
込
み
�
11
月
14
日
木�
ま
で

(
)
*
+
�
$
%
&
'

日
時
�
11
月
24
日
日�
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
�
柿
町
周
辺

集
合
�
柿
バ

ス
停
前

対
象
�
小
学
生
〜
一

般

持
ち
物
�
筆
記
用
具
、
観

察
用
具

参
加
料
�
50
円

申

し
込
み
�
11
月
21
日
木�
ま
で

会
…
午
後
０
時
30
分
か
ら
、
講
演
会

…
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場
�

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

料

金
�
一
般
１
、５
０
０
円
、
学
生
１
、

０
０
０
円
（
当
日
２
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市

立
劇
場
ほ
か
で

□,
お
む
す
び
え
ん

む
す
び
委
員
会
�
25
・
８
２
５
０

-
.
/
0
1


2
'
3
4
5
6

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
12
日
火�
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

会
場
�
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

内
容
�

食
の
第
一
人
者
・
小
泉
武
夫
さ
ん
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
桜
井
洋
子

さ
ん
の
対
談
ほ
か

□,
社�
長
岡
法
人

会
�
35
・
０
３
２
８

-
7
&
b
'
8
9
�
:
;
3
4
5
6

日
時
�
11
月
14
日
木�
〜
17
日
日�
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
初
日
は
正

午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
�
長
岡
市
美
術
セ
ン
タ
ー
（
中

央
図
書
館
２
階
）

展
示
�
書
、
絵

画
、
彫
塑
、
写
真
、
工
芸
、
拓
本
、

表
具
、
短
歌
、
俳
句
な
ど

□,
江
口

勇
さ
ん
�
24
・
１
７
３
３

-
<
=
d
�
:
;
3
4
5
6

日
時
�
11
月
15
日
金�
〜
17
日
日�
午
前

10
時
〜
午
後
６
時

会
場
�
長
岡
商

工
会
議
所
１
階
美
術
ホ
ー
ル

□,
長

岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
35

・
２
３
８
０

-
>
/
?
d
@
A


�
3
4
5
6

B
�
�
@
A
�

C
D
E
�
F
G
�
�
H
I

日
時
�
11
月
16
日
土�
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

会
場
�
長
岡
造
形
大

学

対
象
�
小
学
３
年
生
以
上

定

員
�
60
人

□J
・
□,
社�
新
潟
県
建
築

士
会
長
岡
支
部
�
32
・
８
９
９
２
、

�
37
・
４
６
１
１

KK

L
M
N
O
P�
QR
S
T
U
V
W

�
QX
S
Y
W
Z
[

\]̂
]\_̀

ghijkl]m]n\]klhhm

]i]kop

※
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

科
学
博
物
館
は
、
11
月
17
日

日�
、
害
虫
駆
除
の
た
め
臨
時
休

館
し
ま
す
。

q
は
か
ま
紙
は
、
下
げ
紙
、
前

垂
れ
紙
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
正
月
用
の
神
棚
飾
り
で
す
。

LMNOPrstuvwx
日 時＝12月１日日�午後２時～４時
会 場＝中央公民館大ホール
演 題＝「県の木ユキツバキ」への魅力に

とりつかれて
講 師＝前新潟大学教

授・石沢進さん

科学博物館学芸員の
研究成果報告もありま
す。直接会場へどうぞ。

問い合わせ
科学博物館�32・0546

yz{|}~�����t����

��������R��R����
���|}����������� ¡¢�

縄文芸術の極致と絶賛される火焔型土器
を生み出した縄文文化に多角的な視点から
迫ります。
日 時＝11月16日土�午後２時～５時
会 場＝県立歴史博物館講堂
定 員＝150人
〈基調講演〉
時 間＝午後２時15分～３時15分
演 題＝越後、新潟、火焔のクニ
講 師＝県立歴史博物館館長・小林達雄さん
〈パネルディスカッション〉
時 間＝午後３時30分～５時
テーマ＝縄文人の技・知恵・心
パネリスト＝俳優・苅谷

俊介さんほか
参加料＝無料
ただし、午後５時30分

からの情報交換会（希望
者のみ）は4,000円です。
申し込み＝企画課�39・

2204へ ▲苅谷俊介さん

q
作
品
展
に
向
け
て
ラ
ス
ト
ス
パ

ー
ト
！
（
10
月
21
日
、
焼
物
教
室

で
）

▲ユキツバキは、多雪
地域のブナ林で見られ
る代表的な低木です。

£
¤
/
¥
d
¦
§

①
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
育
て

方
そ
の
２「
冬
越
し
の
仕
方
」

日
時
�
11
月
16
日
土�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
厚
生
会

館
第
１
小
ホ
ー
ル

講
師
�
関

矢
哲
男
さ
ん

定
員
�
70
人

持
ち
物
�
筆
記
用
具

参
加
料

�
無
料

申
し
込
み
�
11
月
13

日
水�
ま
で

②
シ
ク
ラ
メ
ン
の
育
て
方

日
時
�
12
月
７
日
土�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
厚
生
会

館
第
１
小
ホ
ー
ル

講
師
�
市

政
だ
よ
り
「
園
芸
教
室
」
担
当

・
小
林
正
夫
さ
ん

定
員
�
50

人

持
ち
物
�
筆
記
用
具

参

加
料
�
１
、０
０
０
円

申
し
込

み
�
11
月
29
日
金�
ま
で

£
¨
©
d
ª
«
¬
­

日
時
�
11
月
17
日
日�
午
前
９
時

か
ら

会
場
�
ゆ
め
農
園
（
長

岡
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
隣
）

定
員
�
30
人

料
金
�
大
根
１

本
50
円

申
し
込
み
�
11
月
13

日
水�
ま
で

£
®
G
æ
¯
°
�
�

日
時
�
11
月
27
日
水�
午
前
９
時

〜
正
午

会
場
�
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー

参
加
料
�

２
０
０
円

申
し
込
み
�
11
月

11
日
月�
午
前
９
時
か
ら

£
±
²
³
®
´
�
	
�3
4
5
6

�
µ
&
¶
/
·
�
¸
¹
º
I

環
境
を
守
る
活
動
を
し
て
い

る
人
の
体
験
談
の
発
表
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

期
日
と
内
容
�
①
11
月
18
日
月�

…
環
境
と
容
器
ご
み
に
つ
い
て

②
11
月
21
日
木�
…
家
庭
で
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て

時
間
�
午
後
７
時
〜
９
時

会

場
�
中
央
公
民
館

定
員
�
各

40
人

申
し
込
み
�
11
月
15
日

金�
ま
で

�
²
»
¼
½

¾
¿
'
3
4
5
6

各
地
区
公
民
館
民
踊
教
室
の

発
表
会
で
す
。
直
接
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
10
日
日�
午
前
11
時

30
分
か
ら

会
場
�
市
立
劇
場

大
ホ
ー
ル

(
À
Á
Â
<
=
d
¦
§

①
い
き
い
き
作
品
展
（
無
料
）

教
室
参
加
者
の
力
作
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
�
11
月
16
日
土�
〜
18
日
月�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
18
日

は
正
午
ま
で
）

会
場
�
厚
生

会
館
大
ホ
ー
ル

展
示
内
容
�

和
紙
人
形
、
絵
画
、
焼
物
、
書

道
、
編
み
物
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、

盆
栽
、
籐
工
芸
、
俳
句
ほ
か

②
芸
能
発
表
会
（
無
料
）

教
室
参
加
者
が
練
習
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

ミ
ニ
情
報
欄
に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を

「
催
し
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
健
康
」「
募

集
」「
く
ら
し
」
の
項
目
に
分
け
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□,
秘
書
広
報
課
�
39
・
２
２
０
２

-
Ã
Ä
±
Å
Æ
Ç

È
É
Ê
�
:
;
3
4
5
6

日
時
�
11
月
９
日
土�
正
午
〜
午
後
５

時
、
10
日
日�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
�
県
立
近
代
美
術
館
２
階
県
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

□,
長
岡
悠
久
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
�
33
・
５
２
０
０

-
Ë
Ì
K
Í
Í
Î
Ï
Ð
Ñ

Ã
Ò
Ó

日
時
�
11
月
９
日
土�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
10
分
、
10
日
日�
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時

内
容
�
実
習
公
開
、

作
品
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

会
場
・
□,
長
岡
工
業
高
校
�
35
・
１

９
７
６

-
Ã
Ä
Ô
Õ
Ö
×
¶
Ø
�
Ó

日
時
�
11
月
10
日
日�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

内
容
�
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

教
室
（
事
前
申
し
込
み
必
要
）、
各
種

ス
テ
ー
ジ
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ

ー
、
作
品
展
示
、
野
菜
・
果
物
の
即

売
、
模
擬
店
な
ど

会
場
・
□,
長
岡

西
病
院
�
27
・
８
５
０
０

-
Ù
Ú
×
Û
d
Ü
�

Ý
Þ
ß
¾
à
á
â

ã
ä
å
ç
è
é
ê
ë
ì

í
î
'
/

ï
ð
ñ
ò
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期
日
�
11
月
10
日
日�
時
間
�
上
映
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日 時＝12月８日日�午後１時30分～４時
（ボランティアは午後０時45分集合）

会 場＝阪之上小学校アリーナ（体育館）
内 容＝ふれ愛ダンス、レクリエーション、手話ソング

など（内履きをお持ちください）
対 象＝心身障害児・者および運営を手伝ってくれるボ

ランティア
申し込み＝11月25日月�までに福祉相談課�39・2218、�

32・0160へ
※ボランティアとして参加
すると、財�日本レクリエー
ション協会公認レクリエー
ション・インストラクター
資格の単位が取得できます。

12月３日火�～９日月�は障害
者週間、12月９日月�は障害
者の日です。

▲昨年のふれ愛ダンスフェステ
ィバル

▲おこわがおいしくでき上
がり、みんな満足そう（10
月23日、五目おこわと田舎
まんじゅうづくりで）。



ぷ
ら
す

□�
北
澤
さ
ん
�
32
・
６
８

９
８

�
�
�
�
�
�
�
	


�

a
b
�
c
d
e
f
�

日
時
�
11
月
20
日
水�
・
21
日
木�
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
計
２
回
）

会

場
�
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室

定
員
�
10
人

参
加
料
�
８

４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

□�
11
月

12
日
火�
ま
で
に
新
潟
県
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
�
０
２
５
・
３
８
１

・
８
１
１
２
、
�
０
２
５
・
３
８
１

・
８
１
１
６
へ

�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
e
�
�
�
�
�

日
時
�
①
11
月
20
日
水�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
②
11
月
21
日
木�
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場
�
①

長
岡
商
工
会
議
所
②
Ｎ
Ｓ
Ｇ
学
生
総

合
プ
ラ
ザ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

内
容
�
企
業

に
お
け
る
人
材
活
性
化
と
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
活
用

講
師
�
板
井
裕

さ
ん

□�
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

協
会
関
東
支
部
新
潟
事
務
所
�
０
２

５
・
２
９
０
・
３
８
８
３

�
e
�
�
 
!
"
#
$
�
%
&
$

'
�
(
�
)
*
+
,
-
%
&
$

.
/
0
"
1
(
*
+
,
2�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
23
日
祝�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室

□�
小
日
向
孝

さ
ん
�
23
・
１
３
１
７

�
3
4
�
5
6
�
7
8
9
�
5

:
�
7
�
;
<
=
>
?
�
@
�
A

日
時
�
11
月
24
日
日�
午
後
６
時
〜
９

時
30
分

内
容
�
畠
山
徳
雄
さ
ん
の

ギ
タ
ー
演
奏

会
費
�
３
、５
０
０
円

（
食
事
代
込
み
）

会
場
・
□�
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ほ
っ
と
Ｈ
ｏ
ｔ
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
（
堀

金
１
）
�
36
・
８
１
９
８

BC

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

�
32
・
０
０
２
２

D
+
E
F
�
e
�

G
H
I
J
G
H
K
L
M
F

N
O
1
P
Q
R

日
時
�
11
月
28
日
木�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場
�
２
０
２

会
議
室

定
員
�
30
人

講
師

�
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

菊
野
恵
子
さ
ん

ち
び
っ
こ
広
場（
４
階
）

�
39
・
２
７
７
５

12
月
１
日
日�
か
ら
開
放
時
間

を
変
更
し
ま
す
（
乳
幼
児
一
時

預
か
り
の
受
け
入
れ
時
間
も
変

更
）。

○
平
日
・
土
曜
日
…
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
30
分

○
日
曜
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

S
T
U
V
W

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

時
間
�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分ち

び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

X
(
Y
Z
[
\
]
^

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
�
11
月
13
日
水�
・
20
日
水�

・
27
日
水�
、
12
月
４
日
水�
の
午

前
10
時
45
分
か
ら（
15
分
程
度
）

_
`
g
N
e
�

h
�
K
i
F
j
k

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
じ

て
、
親
子
で
絵
本
の
楽
し
さ
を

じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
�
11
月

19
日
火�
午
前

11
時
か
ら

l
@
�
\
#
Q
m
�
n
o
�

�
p
+
q
r
K
s
t
k

親
子
で
カ
ラ
フ
ル
な
く
つ
下

を
手
作
り
し
ま
す
。

日
時
�
12
月
２
日
月�
午
前
11
時

か
ら

申
し
込
み
�
11
月
27
日

水�
ま
で

そ
の
他
の
催
し

S
u
v
w
x
y
z
{
|
6
}
~

期
間
�
11
月
２
日
土�
〜
17
日
日�

会
場
�
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

X
�
'
Z
�
'
?
�
�
�
6

s
x
}

期
間
�
11
月
19
日
火�
〜
12
月
１

日
日�
会
場
�
１
・
２
階
ロ
ビ
ー

_
�
8
�
�
�
�
�
�
p
}
~

期
間
�
12
月
６
日
金�
〜
８
日
日�

会
場
�
２
階
ロ
ビ
ー

内
容
�

ク
リ
ス
マ
ス
の
ブ
ー
ケ
や
キ
ャ

ン
ド
ル
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
作
品
な
ど

l
�
�
�
�
�
T
U
?
�
�
�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

場
所
�
１
階
障
害
者
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ
�
長
岡
市
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
�
47
・
２

２
０
８
、
�
47
・
２
２
０
６

12/５
木�

期
日

家
庭
内
で
の

困
り
ご
と

内

容

家
庭
児
童

相
談
員

担
当

28
木�

21
木�

11/14
木�

お
母
さ
ん
の
悩
み

聞
き
ま
す

幼
児
期
の

日
常
生
活

乳
児
期
の
健
康

先
輩マ

マ

保
育
士

保
健
師

11
／
20
水�

12
／
４
水�

11
／
13
水�

27
水�

相
談
日

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

長
岡
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

相
談
員

�������æ���� ����æ�������

※一時保育があります。１週間前までに申し込んでください（料金は、子
ども１人につき300円）。

������ �¡¢£�¤¥¦§
����æ�� ������

日時＝12月21日土�午後２時～４時 会場＝地下イ
ベント広場 定員＝親子30組（申し込み多数の場合は抽選） 参加料＝300円

申し込み ウィルながおか�39・2746、¨39・2747、
Ｅメール©ª««＠¬ª­®̄°±²±³́±̄°ªª²±­±̄µ¶

期 日 講 座 名 定員

11/17 日� 手づくり劇
「ゲキ白！子育て」 150人

11/30 土� 育児は育自
～子どもからの自立～ 60人

12/11 水� 子どもは大事、自分も大事
～これからの私を考えよう～ 60人

講 師 時 間 会 場

上越市育児グループ連絡
会・マミーズ・ネット

午後１時30分～
３時30分

地下イベ
ント広場

元国立市公民館職員
・伊藤雅子さん 午後２時～４時 202会議室

新潟県家庭裁判所調
停員・小田雅子さん 午後２時～４時 202会議室
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ス
キ
ャ
ナ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
写
真
を
取
り
込
み
、「
思

い
出
ア
ル
バ
ム
」
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

日
時
�
11
月
16
日
土�
・
17
日
日�

・
23
日
祝�
・
24
日
日�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
計
４
回
）

会

場
�
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
�
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

定
員
�
10
人

参
加
料
�
１
、０

０
０
円

持
ち
物
�
思
い
出
の

写
真
６
枚
、
筆
記
用
具

申
し

込
み
�
11
月
10
日
日�
ま
で

X
»
j
J
s
"

�
8
�
�
�
8
�
�

日
時
�
12
月
１
日
日�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場
�
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
�

小
学
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子

定
員
�
30
人

参
加
料
�
１
、５

０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込

み
�
11
月
23
日
祝�
ま
で

※
温
水
プ
ー
ル
は
、
11
月
10
日

日�
、
室
内
水
泳
記
録
大
会
の
た

め
お
休
み
し
ま
す
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
11
月

25
日
月�
〜
29
日
金�
、
冬
番
組
に

入
れ
替
え
の
た
め
お
休
み
し
ま

す
。
11
月
30
日
土�
か
ら
は
、「
冬

の
星
座
と
太
陽
系
の
仲
間
た
ち
」

を
投
映
し
ま
す
。

S
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·
j
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K

¼
½
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
13
日
水�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
中
央
図

書
館
講
座
室
１

内
容
�
長
野

ヒ
デ
子
著
「
デ
パ
ー
ト
い
き
タ

イ
」

X
¾
¿
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
と
内
容
�
①
11
月
19
日
火�

午
後
２
時
〜
４
時
10
分
…
「
素

晴
ら
し
き
哉
、
人
生
」（
À46
年
ア

メ
リ
カ
）
②
11
月
23
日
祝�
午
後

２
時
〜
４
時
…
「
な
ら
ず
者
」

（
À46
年
ア
メ
リ
カ
）
③
12
月
７

日
土�
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
…

「
チ
ャ
ン
プ
」（
À32
年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
�
中
央
図

書
館
講
堂

定

員
�
各
１
９
０

人_
¼
�
�
q
·
'
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
22
日
金�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
場
�
互
尊
文

庫

内
容
�
重
松
清
著
「
ビ
タ

ミ
ン
Ｆ
」

�
Á
Â
}
�
�
�
�

日
時
�
11
月
16
日
土�
〜
12
月
15
日
日�

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

会
場
�
ギ

ャ
ラ
リ
ー
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ヴ

ァ
ン
（
小
沢
町
）

□�
峰
村
哲
也
さ

ん
�
27
・
２
６
９
５

�
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10
月
か
ら
、
土
・
日
・
祝
日
の
小

中
学
生
の
入
場
料
が
無
料
で
す
。

各
講
座
の
会
場
は
講
堂
で
す
。
直

接
ど
う
ぞ
。

☆
美
術
史
連
続
講
座

仏
教
彫
刻
の
名
品
Ⅲ
（
無
料
）

日
時
�
11
月
16
日
土�
午
後
２
時
か
ら

☆
美
術
鑑
賞
講
座
（
無
料
）

日
時
と
内
容
�
①
11
月
30
日
土�
午
後

２
時
か
ら
…
「
油
彩
画
の
表
現
〜
素

材
と
技
法
か
ら
辿
る
」、
②
12
月
７
日

土�
午
後
２
時
か
ら
…
「
パ
リ
の
情
景

〜
印
象
派
の
見
た
芸
術
の
都
」
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日
時
�
11
月
17
日
日�
午
後
７
時
か
ら

会
場
�
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

内

容
�
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
＆
ギ
タ
ー
演
奏

参
加
料
�
８
、０
０
０
円（
前
売
り
）

□�
社�
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
中
越

支
部
・
福
田
さ
ん
�
36
・
５
６
９
０

�
u
v
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期
間
�
11
月
20
日
水�
〜
24
日
日�
会

場
�
長
岡
市
美
術
セ
ン
タ
ー
（
中
央

図
書
館
２
階
）

□�
平
原
さ
ん
�
32
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日
時
�
11
月
20
日
水�
〜
25
日
月�
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

会
場
�
東
北
電
力
ら
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時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
・
土
曜
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
日
曜
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
が
な
い
催
し
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
各
展
示
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
１
階
）
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期
間
�
11
月
６
日
水�
〜
11
日
月�

展
示
�
七
宝
、
盆
栽
、
焼
物

X
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@
�
9
�
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期
間
�
11
月
13
日
水�
〜
18
日
月�

_
�
�
�
�
�
í
]
@
�
9
�

î
�
ï
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期
間
�
11
月
20
日
水�
〜
25
日
月�
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期
間
�
11
月
27
日
水�
〜
12
月
２

日
月�ó
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期
間
�
12
月
４
日
水�
〜
９
日
月�

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
」（
２
階
）

�
39
・
２
７
４
６
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日
時
�
12
月
３
日
火�
〜
６
日
金�

の
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会

場
�
３
０
１
会
議
室

内
容
�

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
か
ら
チ
ラ

シ
の
作
成
ま
で

対
象
�
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
と
文
字
入
力

の
で
き
る
人

定
員
�
20
人

参
加
料
�
８
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み
�
11
月
15

日
金�
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
希
望
」
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
講
習

会
で
習
い
た
い
こ
と
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
｜
０
０
６
２
大
手
通

２
の
２
の
６
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

へ
（
は
が
き

１
枚
に
つ
き

１
人
。
申
し

込
み
多
数
の

場
合
は
抽

選
）

▲一般部門優秀賞
「あったか、雪ダ
ルマてぶくろ」



・
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
綿
あ
め
・
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
あ
り

�
�
�
�
�
�
�
�

	

a
b
c
d

e
f
�
�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

上
海
音
楽
学
院
は
、
中
国
で

最
も
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
音
楽

教
育
専
門
大
学
で
す
。
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
や
演
奏
会
に
参
加
し

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
若
手

教
員
と
学
生
で
結
成
さ
れ
た
四

重
奏
団
の
、
卓
越
し
た
技
術
に

よ
る
演
奏
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

期
日
�
11
月
16
日
土�
時
間
�

午
後
６
時
か
ら

会
場
�
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル

内
容
�
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
作
曲
「
弦
楽
四
重
奏
曲

第
23
番
ヘ
長
調
」、
バ
ル
ト
ー
ク

作
曲
「
弦
楽
四
重
奏
曲

第
６

番
（
第
３
楽
章
及
び
第
４
楽
章
）」、

中
国
作
品
「
二
泉
映
月
」
ほ
か

（
予
定
）

チ
ケ
ッ
ト
�
全
席

自
由
１
、５
０
０
円
（
当
日
５
０

０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
�

市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
、
市
役
所
国
際
文
化

課
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地

球
広
場
」

問
い
合
わ
せ
�
国

際
文
化
課
ま

た
は
長
岡
大

学
�
39
・
１

６
０
０
へ

新
潟
県
米
穀
小
売
商
業
組
合
�
０
２

５
・
２
２
８
・
４
１
３
０
（
保
育
あ

り
、
１
人
５
０
０
円
。
申
し
込
み
時

に
確
認
）

�
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新
し
い
店
も
加
わ
り
ま
し
た
。
長

岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
ま

ち
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
�
12
月
３
日
火�
・
５
日
木�
の
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

コ
ー
ス

�
逸
品
ラ
ン
チ
と
お
し
ゃ
れ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
（
昼
食
付
き
）

定
員
�

各
日
８
人

参
加
料
�
５
０
０
円

□'
11
月
15
日
金�
ま
で
に
長
岡
市
商
店

街
振
興
組
合
連
合
会
�
32
・
７
０
０
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日
時
�
12
月
７
日
土�
午
後
２
時
か
ら

会
場
�
長
岡
商
工
会
議
所

演
題
�

千
年
の
森
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
ふ
る

さ
と
の
森

講
師
�
横
浜
国
立
大
学

名
誉
教
授
・
宮
脇
昭
さ
ん

□'
小
日

向
孝
さ
ん
�
23
・
１
３
１
７

�
1
2
3


4
5
6


,

7
�
8
9
:
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,

無
料
で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
11
日
水�
午
後
０
時
50
分

〜
４
時
20
分

会
場
�
ア
ト
リ
ウ
ム

長
岡

内
容
�
子
ど
も
た
ち
の
す
こ

や
か
な
心
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
を
考
え
る

講
師
�

聖
籠
町
教
育
委
員
会
教
育
長
・
手
島

勇
平
さ
ん

□>
長
岡
高
校
・
福
嶋
さ

ん
�
32
・
９
４
４
８

�
�
�
?
@
�
A
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,

日
時
�
12
月
14
日
土�
午
後
１
時
〜
３

時

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
会
議
室

定
員
�
50
人

参
加
料
�
２
、０
０
０
円

□'
マ
イ
ス

キ
ッ
プ
�
・
�
47
・
８
３
３
８
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プロのジャズバンドと地元ブラスバンド、ジャズバンドの共演で、
胸踊るステージが展開されます。
日 時＝11月24日日�午後２時から
会 場＝リリックホール・コンサートホール
内 容＝「スピニング・ホイール」、「ソー・

ホワット」、「ラテン・セレブレーシ
ョン」、「スペイン」ほか

出 演＝榊原光裕クインテット、楽器の動物
園ウヰンドバンド長岡、ブルーノー
ト・ジャズ・オーケストラ、佐藤晶
子さん、池田聡子さん

※入場整理券が必要です。市役所１階案内所、４階国際文化課、リリ
ックホール、市立劇場、ながおか市民センター、各図書館、中央公民
館、厚生会館、市内の一部レコード店、楽器店でどうぞ。

問い合わせ 国際文化課�39・2251
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公
園
の
旬
を
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
�
11
月
９
日
土�
午
前
10
時

〜
正
午

集
合
�
花
と
緑
の
館

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

r
n
s
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8
u
v
w

x
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日
時
�
11
月
10
日
日�
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

|
w
}
;
9
~
�
�
�

�
s
�
�
�
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日
時
�
11
月
10
日
日�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

参
加
料
�

２
０
０
円

�
�
�
�
�
�

8
�
t
�
t
�
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q

日
時
�
11
月
17
日
日�
午
前
11
時
、

午
後
１
時
・
２
時
・
３
時

対

象
�
小
学
生
以
下

定
員
�
各

回
20
人

参
加
料
�
１
０
０
円

�
8
�
t
�
t

�
�
t
�
&

日
時
�
11
月
23
日
祝�
・
24
日
日�

午
後
１
時
〜
３
時

定
員
�
30

人

参
加
料
�
８
０
０
円
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�
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日
時
�
11
月
24
日
日�
午
前
10
時

〜
正
午

受
付
�
15
分
前
か
ら

暖
の
館
で

内
容
�
講
習
と
実

地
作
業

定
員
�
30
人

▲榊原光裕さん
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▲ころりん
▲昨年のホーム文化祭餅つき大会
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ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

l
Ã
�
Ä
Å
�
Æ
�
Ç
z
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日
時
�
11
月
13
日
水�
・
15
日
金�

・
20
日
水�
・
22
日
金�
・
27
日
水�

午
後
７
時
〜
９
時
（
計
５
回
）

会
場
�
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
�
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
30
歳
以
下
の
人
で
、
基

本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

定
員
�

20
人

参
加
料

�
８
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
し
込

み
�
11
月
12
日

火�
ま
で

r
�
È
~
É
Ê
�
9
:
�
*
Ë

上
手
な
断
り
方
、
意
見
の
述

べ
方
な
ど
、
普
段
の
生
活
に
も

大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
仕
方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

最
終
日
は
、
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ

ー
が
あ
り
ま
す
。

日
時
�
11
月
18
日
月�
・
25
日
月�
、

12
月
２
日
月�
・
16
日
月�
の
午
後

７
時
〜
８
時
30
分
、
21
日
土�
午

後
３
時
〜
５
時
（
計
５
回
）

定
員
�
20
人

講
師
�
ハ
ー
ト

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
中
村
容
子
さ
ん

受
講
料

�
５
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

申
し
込
み
�
11
月
15
日
金�
ま
で

|
�
A
Ì
z
Í
*
Ë

Î
*
Ï
Ð
Ñ
Ò
Ó

男
性
も
大
歓
迎
で
す
。

期
間
�
12
月
〜
３
月

時
間
�

午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理
の
み

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

教
材
費
�
料
理
１
０
、０
０
０
円
、

花
道
１
４
、２
０
０
円

茶
道
・

ペ
ン
毛
筆
６
、０
０
０
円

申
し

込
み
�
11
月
29
日
金�
ま
で
に
教

材
費
（
４
カ
月
分
）
と
利
用
者

協
議
会
費
４
０
０
円
を
持
参

�
Ã
�
Ä
Ô
�
Õ-
Ö
×
Õ
0

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
子
ど
も
向
け
の

ゲ
ー
ム
や
商
品
も
多
数
用
意
し

て
い
ま
す
。

日
時
�
11
月
10
日
日�
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分

内
容
�
花

道
・
ペ
ン
毛
筆
教
室
の
展
示
発

表
、
茶
道
教
室
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
お
茶
席
、
料
理
教
室
受
講
生

に
よ
る
バ
ザ
ー
、
餅
つ
き
大
会
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日
時
と
内
容
�
①
11
月
26
日
火�
〜
12

月
１
日
日�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
…
美
術
展

②
11
月
27
日
水�
午
後
１
時
〜
４
時
…

各
種
ス
テ
ー
ジ

会
場
�
①
県
立
近

代
美
術
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
②
ハ
イ

ブ
長
岡
２
階
特
別
会
議
室「
け
や
き
」

□>
新
潟
県
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉
課

育
成
係
�
０
２
５
・
２
８
０
・
５
２

１
２

�
n
s
t
�
;
9
:
�
-
.
/
0
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日
時
�
11
月
26
日
火�
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

会
場
�
中
央
図
書
館
講
堂

□'
11
月
18
日
月�
ま
で
に
長
岡
地
域
振

興
事
務
所
地
域
振
興
課
�
38
・
２
５

０
７
へ
（
保
育
あ
り
、
申
し
込
み
時

に
予
約
。
手
話
通
訳
あ
り
）

�
*
+
,
-
.
/
0

�
�
Ô
�
�
°
�
�
�
�
�

�
�
Ô
�
)
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
30
日
土�
午
後
２
時
〜
４

時

会
場
�
厚
生
会
館
第
２
小
ホ
ー

ル

講
師
�
長
岡
大
学
専
任
講
師
・

松
本
和
明
さ
ん

□>
長
岡
郷
土
史
研

究
会
事
務
局
�
36
・
７
８
３
２

�
*
+
,
=
�
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;
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日
時
�
12
月
１
日
日�
午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分

会
場
�
中
央
図
書
館

講
師
�
京
都
大
学
大
学
院
教
授
・
伏

木
亨
さ
ん

定
員
�
１
９
０
人

□'
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.
/
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@AóBCDEªFGEªHEIJ
日時＝11月27日水�午後６時30分
から 会場＝リリックホール・
コンサートホール 料金＝一般
4,000円、学生2,000円（全席自由）
@KLáÚÚá
市民から公募したメンバーか

らなるオーケストラと合唱団が、
長岡の年末を彩ります。
日時＝12月８日日�午後４時から 会場＝市立劇場 料金
＝一般2,000円、学生1,500円（全席自由）
@FFMH:óôªNóECOPCQRSô
地元のアマチュアコーラスグループが、日ごろの練習

成果を披露します。
日時＝12月15日日�午後２時から 会場＝リリックホール
・コンサートホール 料金＝無料（要入場整理券）

TUVWXY（事前申し込み必要）
ZFFMH[\]óHI^_
日時＝12月15日日�、１月19日日�、２月16日日�、３月16日
日�の午後１時～４時（計４回） 講師＝鐘下辰男さん
対象＝高校生以上 参加料＝2,000円
`FFMHghijkl]óHI^M_
内容と日時＝①舞台照明編…１月18日土�・25日土�、２月
９日日�・15日土�②舞台音響編…２月22日土�、３月１日土�
・８日土�・９日日�の午後１時～５時（計各４回） 対象
＝高校生以上 参加料＝各1,450円（保険料込み）
mFFMHnokl]óHI^M_
期日＝１月25日土�・26日日�、２月１日土�・２日日�・８日
土�・９日日�・15日土�・16日日�（計８回） 時間＝土曜日
…午後６時30分～９時30分、日曜日…午後１時～４時
講師＝文学座所属演出家・松本祐子さん 対象＝高校生
以上 参加料＝3,450円（保険料込み）

p�EFGqj¼½rsptuvw �áÀª©©ÞÝ

▲オーケストラ・リベラ
・クラシカ

ペ
ン
毛
筆

講
座

水
曜
コ
ー
ス

コ

ー

ス

10人 定
員

茶道 花 道 料
理

木
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

水
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

月
〜
水
曜
の
３
コ
ー
ス

小
川
流

宗
�
流

池

坊

草
月
流

成
月
流

池

坊

草
月
流

各５人 各10人 各10人
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日
常
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
て
も
ら
う
た
め
、
市
で
は
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
勧
め
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
募
集

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に

ま
と
め
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
に
は
、
信
濃
川
や
悠

久
山
周
辺
を
散
策
す
る
コ
ー
ス

や
長
岡
の
自
然
や
歴
史
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
コ
ー
ス
な
ど
、

市
内
各
地
の
魅
力
的
な
コ
ー
ス

の
地
図
と
所
要
時
間
、
歩
数
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

11
月
中
旬
に
各
地
区
公
民
館

な
ど
に
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

�
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
�

身
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も

不
安
定
に
な
り
が
ち
な
「
更
年

期
」。
中
高
年
の
か
ら
だ
と
こ
こ

ろ
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
コ
ツ

を
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
�
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

参
加
料
�
無
料

持
ち
物
�
筆

記
用
具

申
し
込
み
�
12
月
６

日
金�
ま
で
に
健
康
課
へ

!
"
#
$
%
�

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
あ
う

方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
４
回

１
コ
ー
ス
の
教
室
で
す
。

日
時
�
11
月
29
日
金�
、
12
月
６

日
金�
・
12
日
木�
、
２
月
６
日
木�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30

分

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
�
糖
尿
病
ま
た
は
境
界
型

糖
尿
病
の
人
と
そ
の
家
族

内

容
�
医
師
・
栄
養
士
の
講
義
、

調
理
実
習
、
運
動
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど

定
員
�
40
人

持
ち
物
�
健
康
手
帳

参
加
料

�
１
、５
０
０
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

申
し
込
み
�
11
月
15

日
金�
ま
で

&
'
(
)
*
+
,-
(
)
*

�
�
.
/

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

12
月
の
対
象
�
４
か
月
児
…
平

成
14
年
８
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
14
年
２
月
生
ま
れ

持
ち
物
�
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

0
1
2
3
4
5
67
8
6
5
6
9

会
場
・
実
施
時
間
等
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

:;

会
場
�
中
沢
三
差
路
は
せ
が
わ
書
店

２
階

定
員
�
15
人

参
加
料
�
月

５
０
０
円

□<
福
井
さ
ん
�
33
・
１

７
６
７
（
歌
い
た
い
け
れ
ど
、
外
出

が
難
し
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

=
>
?
@
A
B
C
D
c

E
�
F
G
H
(

日
時
�
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場
�
中

央
公
民
館
工
作
室

参
加
料
�
半
年

分
３
、０
０
０
円
（
材
料
費
実
費
）

□<
シ
リ
ウ
ス
版
画
の
会
・
山
田
さ
ん

�
46
・
２
９
７
７

=
I
J
K
L
M
c

N
O
P
Q
R
F
G
H
(

日
時
�
11
月
12
日
火�
・
19
日
火�
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

会
場
�
四
郎
丸

公
民
館

講
師
�
円
秀
敏
さ
ん

参

加
料
�
１
回
５
０
０
円

□<
林
さ
ん

�
33
・
５
２
５
５

=
S
T
�
U
V
W
c

N
O
P
Q
R
F
G
H
(

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
（
第
４
月
曜
は
休
み
）

会
場
�

南
部
体
育
館

対
象
�
中
学
生
以
上

参
加
料
�
月
５
０
０
円
（
体
育
館
使

用
料
）

□X
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

同
好
会
・
樋
口
さ
ん
�
34
・
２
３
０

３=
Y
Z
[
�
\
]
�
�
^
7
_
`
9

日
時
�
11
月
11
日
月�
、
12
月
９
日
月�

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

内
容
�
精

神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予

約
制
）

会
場
・
□<
長
岡
健
康
福
祉

環
境
事
務
所
地
域
保
健
課
�
33
・
４

９
３
１

gghijklmno
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利

用ください。
p休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休
日急患診療所へ。
q夜間等の当番病院
①平日

②休日
３日祝�・17日日� 立 川 綜 合 病 院（�33・3111）
４日休�・23日祝� 長岡赤十字病院（�28・3600）
10日日�・24日日� 長岡中央綜合病院（�35・3700）

月曜日・木曜日 長岡赤十字病院（�28・3600）
火曜日・金曜日 長岡中央綜合病院（�35・3700）
水曜日・土曜日 立 川 綜 合 病 院（�33・3111）

診療科目 受 付 時 間
休 日 急 患 診 療 所
�35・8255

内科（小児科）
外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
�33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

r
s
t

�
uv
w
x
�
�
�

▲「虫歯のない、いい歯ですね！」
長崎海琉ちゃんとお母さんの靖子さん（10月17日・
３歳児健診の歯科診察で）

y
z
{
|

}

~

15
日�

期
日

Ｊ
Ｒ
長
岡

駅
大
手
口

会

場
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

時

間

12/７
土�
ダ
イ
エ
ー

長
岡
店
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

12/４
水�

11/20
水�

期
日

栄
養
や
健
康
に

関
す
る
こ
と

心
の
健
康

相
談
内
容

栄
養
士

保
健
師

保
健
師

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

担

当

②20金� ①12/13金� 期
日

市民体育館
小アリーナ 健康センター 会

場
「
更
年
期
の
こ
こ
ろ
の
変

化
」
田
宮
病
院
医
師
・
湯

野
川
淑
子
さ
ん

「
更
年
期
の
か
ら
だ
の
変

化
」
小
林
医
院
院
長
・
小

林
眞
紀
子
さ
ん

内
容
と
講
師

�
1
2
�
N
�
�

7̂
_
`
9

日
時
�
12
月
13
日
金�
午
後
７
時

〜
９
時
（
雨
天
中
止
）

会
場

�
教
育
セ
ン
タ
ー
４
階
特
別
研

修
室

内
容
�
土
星
、
お
う
し

座
の
か
に
星
雲
（
Ｍ
１
）
ほ
か

の
観
察

定
員
�
15
人
（
未
成

年
者
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち

物
�
防
寒
着
、
手
袋

申
し
込

み
�
12
月
２
日
月�
〜
12
日
木�
に

�
�
�
�
�
�
P
F
G
H
(

長
い
間
親
し
ま
れ
た
八
方
台

休
暇
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
植
樹

を
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

直
接
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
17
日
日�
午
前
10
時

か
ら

場
所

�
八
方
台
休

暇
セ
ン
タ
ー

跡
地

持
ち

物
�
ス
コ
ッ

プ
、
軍
手

�
1
2
N
�
�

�
�
�
�
�
�
�
^

日
時
�
12
月
１
日
日�
午
前
８
時

30
分
か
ら

会
場
�
市
民
体
育

館

種
別
�
９
人
制
一
般
男
・

女

参
加
料
�
１
チ
ー
ム
２
、０

０
０
円

申
し
込
み
�
11
月
20

日
水�
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

市
民
体
育
館
へ

�
1
2
N
�
�

�
S
�


�
�
�
�
�
^

日
時
�
12
月
６
日
金�
・
７
日
土�

午
後
６
時
か
ら
、
８
日
日�
午
前

８
時
30
分
か
ら

会
場
�
市
民

体
育
館

種
別
�
一
般
男
・
女

参
加
料
�
１
チ
ー
ム
３
、５
０
０

円

申
し
込
み
�
11
月
28
日
木�

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ

�
�
�
�
S
�
�
�
^

日
時
�
12
月
15
日
日�
午
前
９
時

か
ら

会
場
�
南
部
体
育
館

種
別
�
一
般
男
女
、
高
校
生
男

子
・
女
子
、
中
学
生
男
子
・
女

子

参
加
料
�
一
般
１
、０
０
０

円
、
高
校
生
７
０
０
円
、
小
中

学
生
５
０
０
円

申
し
込
み
�

12
月
２
日
月�
ま
で
に
、
中
学
生

の
部
は
南
中
学
校
�
32
・
１
５

７
７
、
�
34
・
５
１
４
５
、
一

般
・
高
校
生
の
部
は
市
民
体
育

館
�
34
・
２
７
０
０
、
�
34
・

２
８
０
８
へ

!
�
�
�
�
�

�
�
S
%
�
7
�
�
9

日
時
�
12
月
３
日
〜
３
月
25
日

（
12
月
24
日
を
除
く
）
の
毎
週

火
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
30
分

会
場
�
南
部
体
育
館

対
象
�

小
学
６
年
生
以
上

定
員
�
20

人
程
度

参
加
料
�
１
０
、０
０

０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み

�
11
月
９
日
土�
か
ら
南
部
体
育

館
�
39
・
３
６
０
０
へ

問
い

合
わ
せ
�
長
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

・
石
原
さ
ん
�
29
・
１
４
８
９

&
�
+
�
B
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�


S
�

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ

き
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
団
体

や
他
の
年
齢
層
の
申
し
込
み
な

ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
�
毎
週
火
・
木
曜
日
の
①

午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
７
時

〜
９
時

会
場
�
市
民
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

対
象
�
中

学
生
以
上

定
員
�
各
回
４
人

持
ち
物
�
運
動
の
で
き
る
服
装
、

内
履
き
、
施
設
利
用
料

申
し

込
み
�
希
望
日
の
２
日
前
ま
で

に
市
民
体
育
館
へ

 ¡¢£¤ �¥¦§̈©ª§g«¬vigig�uª­ggvv

®æ¯°i±²³i´µ¶·µ̧ ¹ºµ
»¼½¾¿ÀÁÂÃ¿ÄÅÆ²ÇÈÉ
Ê¿ËÌÍÌÎÏÇ

:Ð

=
Ñ
Ò
�
	


Ó
�
Ô
Õ

Ö
�
Q
�
�
×
Ø

日
時
�
12
月
13
日
金�
、
１
月
10
日
金�
、

２
月
14
日
金�
の
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
�
阪
之
上
公
民
館
和
室

内
容

�
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
導
、
マ
マ

の
背
中
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ミ
ニ
講
座
な

ど

対
象
�
生
後
２
カ
月
〜
ハ
イ
ハ

イ
す
る
ま
で

定
員
�
各
回
親
子
10

組

参
加
料
�
１
回
１
、８
０
０
円

持
ち
物
�
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
、

防
水
シ
ー
ツ
、
オ
イ
ル
用
小
皿

□<

長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
三
尺
玉
ネ
ッ
ト

・
高
橋
さ
ん
�
39
・
３
２
２
０

=
Ù
Ú
Û
Ü
�
Ý
Þ
ß
1
�
à
á
�

â
ã
ä
å
�
ç
b

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
故
郷
、
ド
イ
ツ

で
地
元
の
市
民
合
唱
団
と
合
同
で
の

第
九
演
奏
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
と
期
日
�
①
６
日
間
…
１
月

２
日
木�
〜
７
日
火�
②
８
日
間
…
１
月

２
日
木�
〜
９
日
木�
行
き
先
�
ド
イ

ツ
・
ト
リ
ア
ー
市
、
ボ
ン
市
ほ
か

料
金
�
①
１
９
８
、０
０
０
円
②
２
１

８
、０
０
０
円

定
員
�
１
０
０
人

□<
阪
急
交
通
社
横
浜
支
店
�
０
４
５

・
３
２
９
・
８
９
１
１

=
è
é
E
�
c
P
F
G
H
(

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
月
第
２
月
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

会
場
�
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

参
加
料
�
毎
回
１
０
０
円（
お
茶
代
）

持
ち
物
�
針
箱

□X
平
石
さ
ん
�
33

・
３
５
７
９

=
ê
�
ë
�

日
時
�
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
初
回
11
月
11
日
）
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日 時＝11月16日土�午後１時45分から
会 場＝リリックホール
内 容＝①基調講演「家庭、地域、学

校で育てる子どもたちのスポ
ーツ」（講師は、福島大学助教
授・黒須充さん）
②学校教育・地域スポーツ・
保護者などによるシンポジウ
ム「子どもたちを育てるスポ
ーツ環境づくりを考える」

対 象＝少年期スポーツ活動指導者、生涯スポーツ推進に携
わっている指導者・リーダー、子どもたちのスポー
ツ活動に興味があり長岡地域にお住まいの人

定 員＝400人
申し込み＝11月11日月�までに、財�長岡市体育協会事務局�34

・2700、�34・2808、Ｅメール !"#$%&'＠ (")* +*,-へ

▲昨年の生涯スポーツ
シンポジウムで

./01�2� ¡¢Å3��
456789:;<=>?@ABCD>BE

FGw�HwIH� ¡¢iJKLM�
NOPQRSTUVWX

4569:;<=Y?CDZBE

¸[±\J]� ¡¢]LiJKLM�
456789:<^_? ÀB7AgBh<=i?jAB7ggB
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▲Ｍ45おうし座散開星団。す
ばるの名で親しまれる冬の代
表的な星団（教育センター撮影）
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a

10
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住

所
の
あ
る
65
歳
未
満
の
在
宅
障

害
者
で
、
次
の
条
件
に
該
当
し
、

常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

人
に
お
む
つ
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

条
件
�
①
特
別
児
童
扶
養
手
当

（
１
級
）
の
対
象
児
童
②
障
害

児
福
祉
手
当
の
受
給
資
格
者
③

特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資
格

者
④
そ
の
他
長
岡
市
長
が
特
に

認
め
た
者
（
た
だ
し
、「
家
族
介

護
用
品
等
購
入
手
当
支
給
事
業
」

対
象
者
と
補
装
具
と
し
て
紙
お

む
つ
の
交
付
を
受
け
た
人
は
除

き
ま
す
。
な
お
、
二
分
脊
椎
障

害
ま
た
は
乳
児
期
以
前
に
発
現

し
た
脳
原
性
運
動
機
能
障
害
の

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
は
、

補
装
具
と
し
て
紙
お
む
つ
を
支

給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
）

支
給
額
�
１
５
、０
０
０
円

支

給
時
期
�
12
月
下
旬

申
請
期

限
�
11
月
20
日
水�
申
請
・
問

い
合
わ
せ
�
福
祉
相
談
課
�
39

・
２
２
１
８

日
時
�
11
月
22
日
金�
、
12
月
13
日
金�

午
前
10
時
〜
正
午

会
場
�
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー

□b
介
護
保
険
課
内
精

神
障
害
者
家
族
会
事
務
局
�
39
・
２

２
４
５

c
d
e
f
�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
24
日
日�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

会
場
�
中
央
図
書
館

講
堂

内
容
�
体
験
発
表
「
依
存
症

か
ら
の
回
復
〜
私
の
物
語
」、
埼
玉
県

戸
田
病
院
精
神
科
医
・
森
岡
洋
さ
ん

の
講
演
「
依
存
症
の
理
解
と
回
復
」

参
加
料
�
５
０
０
円

□b
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
新
潟
マ
ッ
ク
�
32
・
９
２
９
１

 !

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
デ
ザ

イ
ン
シ
テ
ィ
！
」
を
合
い
言
葉

に
、
10
月
５
日
土�
、
６
日
日�
の

２
日
間
、
長
岡
造
形
大
学
を
メ

イ
ン
会
場
に
「
長
岡
デ
ザ
イ
ン

フ
ェ
ア
２
０
０
２
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
の
長
岡
造
形
大
学
で
は
、

講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
作
品
展
な
ど
の
デ
ザ
イ

ン
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
野
外
で
は
「
わ

ん
ぱ
く
け
ん
ち
く
工
作
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人

が
、
住
ん
で
み
た
い
家
の
模
型

や
椅
子
の
製
作
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
に
は
、

２
日
間
で
お
よ
そ
３
、０
０
０

人
の
市
民
が
訪
れ
、
デ
ザ
イ
ン

画
か
ら
工
業
製
品
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を
見
た
り
触

れ
た
り
し
な
が
ら
、
芸
術
の
秋

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
あ
な
た
も
家
具
デ
ザ
イ

ナ
ー
」
優
秀
賞
が
決
定

デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
で
は
、
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
木
工
家
具
の
産

地
長
岡
な
ら
で
は
の
催
し
「
あ

な
た
も
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま

し
た
。「
あ
な
た
も
家
具
デ
ザ
イ

ナ
ー
」
は
「
あ
っ
た
ら
い
い
な

こ
ん
な
家
具
」
を
テ
ー
マ
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
表
彰
さ
れ
た
優
秀
賞

受
賞
者
５
人
に
は
、
長
岡
木
工

家
具
協
同
組
合
の
み
な
さ
ん
が
、

そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
製
作
し

た
家
具
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

最
優
秀
賞
が
決
定
！

デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
２
日
目
に

は
「
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
「
長
岡
の

冬
を
、
明
る
く
、
楽
し
く
す
る

お
み
や
げ
品
」
を
テ
ー
マ
に
、

長
岡
に
ふ
さ
わ
し
い
お
み
や
げ

の
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
た
も
の

で
す
。
３
回
目
の
今
年
は
、
小

中
学
生
部
門
２
３
０
点
、
一
般

部
門
１
０
７
点
の
合
計
３
３
７

件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
小
中
学
生
の

部
の
最
優
秀
賞
に
は
、
山
代
絵

里
奈
さ
ん
（
栖
吉
町
）
の
作
品

「
ポ
カ
ポ
カ
ひ
ざ
か
け
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
で
は
山
田
英
嗣
さ

ん
（
古
正
寺
町
）
の
作
品
「
Ｓ

ｎ
ｏ
ｗ

ｈ
ａ
ｔ
（
雪
の
日
に

被
る
傘
）」
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
か
ら
は
「
今
回

は
、
プ
ロ
と
同
じ
よ
う
に
、
使

う
人
の
五
感
を
研
究
し
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り

で
、
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。

お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
の
入
賞
作
品
は
今

後
、
商
品
と
し
て
実
用
化
で
き

る
か
ど
う
か
検
討
さ
れ
ま
す
。

入
賞
作
品
は
、
12
月
４
日

水�
〜
９
日
月�
、
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

昨
年
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

製
品
化
さ
れ
た
「
ネ
ク
タ
イ
花

火
柄
」
と
と
も
に
展
示
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

"#$%&'()*+,-./01

平成15年４月からスタートする障害者福祉
の「支援費制度」の制度説明会を開催します。
当日は、支給申請の受付もします。直接会
場へどうぞ。

※社会福祉センターの駐車場は限りがありま
す。
申請に必要なもの＝身体障害者手帳または療

育手帳、印鑑

問い合わせ 福祉相談課�39・2218

期 日 時 間 会 場

11/９土�
10：00～12：00

高齢者センターふそき
桐樹園地域交流ホーム

13：30～15：30
高齢者センターみやうち
上川西コミュニティセンター

11/10 日� 13：30～15：30 社会福祉センター※
11/13 水� 19：00～21：00 市役所３階中会議室

▲あなたも家具デザイナー
の表彰式で

2
3
4
5
6
7
8
9
:
;
<
<
;
,
-
.

=
小
中
学
生
部
門
最
優
秀
賞

「
ポ
カ
ポ
カ
ひ
ざ
か
け
」

▲一般部門最優秀賞
「>?@ABCD」（雪の日に被る傘）

ファミリー・サポート・センターの利用の流れ

E
F
G
�
H
�
�
I
J

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
機

能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
ほ
か
、
第
１
・
第
３
水
曜

日
は
、
運
動
指
導
員
に
よ
る
簡

単
な
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
（
11
月

４
日
休�
・
23
日
祝�
は
休
み
）

会
場
�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や

う
ち

K
F
G
L
M
N
O
P

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

方
法
や
寝
た
き
り
予
防
な
ど
に

つ
い
て
、
理
学
療
法
士
、
保
健

師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す

（
要
予
約
）。

日
時
�
11
月
14
日
木�
・
28
日
木�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や

う
ち

申
し
込
み
�
介
護
保
険

課
�
39
・
２
２
４
５

�
Q
R
�
S


T
U
V


W
T

f
�
X


Y
Z
[
\

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
の
子
育

て
を
支
援
す
る
相
互
援
助
の
会

員
組
織
で
す
。

保
育
園
の
保
育
開
始
前
・
終

了
後
や
、
保
護
者
が
買
い
物
や

急
用
で
お
子
さ
ん
を
預
け
た
い

時
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
（
利

用
に
は
会
員
登
録
が
必
要
）。

募
集
会
員
�
①
依
頼
会
員
（
育

児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
）
②

提
供
会
員
（
育
児
の
援
助
を
行

い
た
い
人
）
③
両
方
会
員
（
育

児
の
援
助
を
受
け
た
り
、
援
助

を
し
た
り
す
る
人
）

申
し
込

み
�
会
員
（
①
は
保
護
者
）
の

写
真
（
縦
３
㎝
、
横
２
・
５
㎝
）

２
枚
と
印
鑑
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
ち

び
っ
こ
広
場
内
）
へ
持
参

受
付
時
に
簡
単
な
面
接
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
提
供
会
員
・

両
方
会
員
は
入
会
後
、
講
習
会

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

�
39
・
２
８
６
０
、
�
39
・
２

８
６
１

 ]

c
^
_
`
g
h
i
j
k
Y

l
h
�
m
n

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
９
日
土�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場
�
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
水
道
町
３
）

講
師
�
燕
労
災

病
院
言
語
聴
覚
士
・
坂
井
道
子
さ
ん

参
加
料
�
５
０
０
円

□b
新
潟
市
信

楽
園
病
院
言
語
室
・
朝
妻
さ
ん
�
０

２
５
・
２
６
７
・
１
２
５
１

c
o
p
o
p
q
r
s
P

コ
ー
ス
と
日
時
�
①
Ａ
コ
ー
ス
…
11

月
11
日
月�
午
後
６
時
〜
８
時
②
Ｂ
コ

ー
ス
…
11
月
25
日
月�
・
29
日
金�
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象
�
①

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
人
（
睡
眠

時
に
い
び
き
を
か
く
人
）
②
肺
気
腫
、

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
、
慢
性
気
管
支
炎

等
と
診
断
さ
れ
た
人
で
医
師
か
ら
禁

煙
を
指
示
さ
れ
禁
煙
し
た
い
人
な
ど

内
容
�
①
講
義
「
い
び
き
を
か
く
人

要
注
意
！
」
な
ど
②
肺
機
能
検
査
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
講
義
、
実
技
な
ど

参
加
料
�
①
無
料
②
５
０
０
円
（
保

険
代
含
む
）

定
員
�
①
40
人
②
15

人

会
場
�
長
岡
中
央
綜
合
病
院

□t
①
は
当
日
の
午
前
中
ま
で
、
②
は

11
月
20
日
水�
ま
で
に
長
岡
健
康
福
祉

環
境
事
務
所
医
薬
予
防
課
�
33
・
４

９
３
２
へ

c
u
v
d
w
x
�
�
�
y
z
Y

心
に
病
を
持
つ
人
の
家
族
と
精
神

保
健
・
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人
の
会

で
す
。
研
修
や
学
習
を
通
し
て
、
病

気
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。
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Íたばこは吸わない・吸わせない・ポイ捨てしない
Í食べ過ぎ・食べなさ過ぎ・どちらも病気のもと
Íバランス、リズムを大切に、主食・主菜・副菜がそ
ろった食生活

Í食塩・動物性脂肪を控えめに
Í日ごろの運動が病気・老化・寝たきりを防ぐ

（「健康にいがた21」10か条より抜粋）
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太田小・中学校では、小中一貫の９年間で、両校

が連携して個性を生かし卓越性を伸ばすという、特
色あるオープンスクールを実施しています。
このオープンスクールに、平成15年４月から通学

を希望する児童・生徒を募集します。
対象＝太田小・中学校の

教育活動に賛同し、
かつ１年以上の通
年通学ができ、原
則として路線バス
を利用して通学で
きる児童・生徒

募集学年＝小学校・中学
校の各学年

募集期間＝11月１日金�～
12月20日金�

学校見学会＝11月26日火�
①説明会…午前10時40分から１時間程度
②授業参観…午前８時30分から

詳しくは、学校教育課（市役所５階）と市立の各
小・中学校にある募集案内をご覧ください。長岡市
ホームページ（「暮らしのガイド」－学校教育課－太田
小・中学校オープンスクール）にも掲載しています。
各校の概要は次のホームページでご覧になれます。
太田小学校 ÝÞÞßà//áááâãäåç100âèçâéß/äÝÞêëçì/
太田中学校 ÝÞÞßà//áááâãäåç100âèçâéß/äÝÞêëéÝì/

問い合わせ＝学校教育課�39・2239

▲小学生と中学生のペアレ
ース（太田小・中学校合同
運動会で）

①援
助依
頼

②コーディネイト

会員登録

③事前打ち合わせ
í
î
活動終了後
報酬の受け渡し

ï
ð

④相互援助活動
提供会員

（援助を行いたい）
依頼会員

（援助を受けたい）



の
専
門
業
者
に

持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

町
内
回
覧
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
�
消
防
本
部
予
防

課
�
35
・
２
１
９
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	



a
b
c
d
e
f

電
柱
の
張
り
紙
や
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
な
ど
で
、「
低
利
で
す

ぐ
に
貸
し
ま
す
」
と
い
う
誘
い

文
句
で
お
金
を
貸
し
、
実
際
は

出
資
法
の
上
限
年
利
29
・
２
％

を
大
幅
に
超
え
る
金
利
を
取
る

違
法
業
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

違
法
な
請
求
に
は
応
じ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勇
気
を
持

っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。
脅
し
な

ど
が
あ
れ
ば
、
警
察
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
�
32
・
０
０
２
２

�
	
�
�


�
�
	



a
b
�
�

最
近
、
税
務
職
員
を
装
い
、

家
族
の
勤
務
先
や
取
引
銀
行
な

ど
を
問
い
合
わ
せ
た
り
、
現
金

な
ど
を
持
ち
去
る
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・
税
務
職
員
が
納
税
者
の
自
宅

に
出
向
い
て
調
査
等
を
行
う
場

合
は
、
身
分
証
明
書
や
徴
税
吏

員
証
を
携
帯
し
提
示
し
ま
す
の

で
、
所
属
・
氏
名
等
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・
徴
収
担
当
の
職
員
が
、
税
金

の
納
付
の
た
め
に
納
税
者
か
ら

現
金
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
領
収
書
を
交
付
し
ま
す
。

税
金
の
納
付
以
外
の
目
的
で
、

現
金
や
貴
金
属
を
お
預
か
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
場
で
次
の
と
こ
ろ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
税
務
署
を
名
乗

っ
た
と
き
…
長
岡
税
務
署
�
35

・
２
０
７
０
、
県
税
事
務
所
を

名
乗
っ
た
と
き
…
長
岡
県
税
事

務
所
�
38
・
２
５
０
１
、
市
役

所
を
名
乗
っ
た
と
き
…
市
役
所

市
民
税
課
�
39
・
２
２
１
２
ま

た
は
資
産
税
課
�
39
・
２
２
１

３
、
収
納
課
�
39
・
２
２
１
４

・
11
日
水�
・
13
日
金�
・
17
日
火�
・
19

日
木�
・
20
日
金�
・
25
日
水�
・
26
日
木�
、

実
習
…
平
成
15
年
１
月
〜
２
月
の
１

日

会
場
�
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か

定
員
�
30
人

対
象
�
全
日
程
に
参

加
で
き
る
人

受
講
料
�
２
３
、０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

□�
11

月
21
日
木�
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
「
訪
問
介
護
員
３
級
課
程

養
成
研
修
希
望
」
と
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
、
受
講
の
動
機
を
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
｜
８
５
５
０
今
朝
白

２
の
７
の
25
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
組

織
福
祉
課
�
35
・
１
３
０
４
へ
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

��

ユ
リ
オ
プ
ス
デ
ー
ジ
ー
は
、

キ
ク
科
の
多
年
草
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
南
ア
フ
リ
カ

原
産
の
小
低
木
で
す
。
日
本
に

は
昭
和
47
年
（
一
九
七
二
）
に

ア
メ
リ
カ
か
ら
渡
来
し
た
比
較

的
新
し
い
花
で
、
和
名
も
あ
り

ま
せ
ん
。

細
長
い
葉
は
、
深
い
切
れ
込

み
が
あ
っ
て
銀
白
色
で
す
。
そ

の
葉
と
鮮
黄
色
の
花
色
の
調
和

が
美
し
く
、
い
か
に
も
南
半
球

独
特
の
情
緒
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。各

葉
節
か
ら
花
柄
を
出
し
て
、

菊
状
の
一
重
の
花
が
初
冬
か
ら

咲
き
始
め
ま
す
。
初
夏
の
こ
ろ

ま
で
咲
く
の
で
長
期
間
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
長
く
咲

か
せ
る
た
め
に
は
こ
ま
め
に
花

柄
摘
み
を
し
て
や
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

半
耐
寒
性
の
植
物
で
す
か
ら

関
東
以
西
で
は
戸
外
で
冬
越
し

が
で
き
ま
す
が
、
長
岡
で
は
困

難
で
す
。
し
か
し
近
年
は
、
暖

冬
化
の
た
め
か
、
寒
風
の
当
た

ら
な
い
日
当
た
り
の
よ
い
庭
で

冬
越
し
を
し
て
、
１
ｍ
ほ
ど
の

大
株
に
な
っ
た
壮
観
な
姿
を
見

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鉢
物
は
、
15
〜
30
㎝
ほ
ど
で

矮�
�

化
剤
を
散
布
し
て
仕
立
て
た

も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

（
場
所
）
露
地
栽
培
で
は
、
八

重
桜
の
散
る
こ
ろ
日
当
た
り
の

よ
い
場
所
に
腐
葉
土
や
堆
肥
な

ど
有
機
質
の
も
の
を
す
き
込
み
、

水
は
け
の
よ
い
用
土
に
し
て
植

え
ま
す
。

屋
内
で
は
日
当
た
り
の
よ
い

窓
辺
に
置
き
ま
す
。
生
育
の
適

温
は
20
〜
25
℃
で
す
が
、
冬
越

し
の
最
低
温
度
は
０
℃
以
上
で

す
。

（
ふ
や
し
方
）

・
さ
し
芽
…
花
後
か
９
月
こ
ろ

に
本
葉
を
４
、
５
枚
つ
け
た
節

の
下
を
水
平
に
切
り
ま
す
。
菊

の
さ
し
芽
の
よ
う
に
水
あ
げ
し

た
後
、
山
砂
や
赤
玉
土
な
ど
を

用
い
て
平
鉢
や
浅
箱
に
さ
し
ま

す
。半

日
陰
に
置
き
乾
か
さ
な
い

よ
う
に
し
て
お
く
と
、
４
週
間

ほ
ど
で
発
根
し
ま
す
。

・
仮
植
…
発
根
し
た
苗
は
培
養

土
（
例

赤
玉
土
６
、
堆
肥
３
、

パ
ー
ラ
イ
ト
１
）
を
用
い
て

６
〜
７
・
５
㎝
の
ビ
ニ
ー
ル
ポ

ッ
ト
に
植
え
て
育
苗
し
ま
す
。

成
長
を
始
め
た
ら
、
成
長
点
を

軽
く
摘
芯
し
て
脇
芽
を
出
さ
せ

て
コ
ン
パ
ク
ト
に
仕
立
て
ま
す
。

・
鉢
上
げ
…
脇
芽
が
５
〜
６
㎝

に
な
っ
た
ら
４
号
鉢
に
植
え
替

え
、
鉢
物
に
す
る
と
き
は
例
え

ば
Ｂ
ナ
イ
ン
な
ど
の
矮
化
剤
を

散
布
し
て
や
り
ま
す
。

花
壇
用
は
薬
剤
を
散
布
せ
ず

そ
の
ま
ま
育
て
ま
す
。

（
肥
料
）
鉢
仕
立
て
で
は
、
鉢

上
げ
の
と
き
に
例
え
ば
マ
グ
ア

ン
プ
Ｋ
な
ど
の
緩
効
性
化
成
肥

料
を
土
１
�
に
３
ｇ
ほ
ど
混
入

し
、
後
に
１
カ
月
に
１
回
ほ
ど

追
肥
を
し
ま
す
。
花
壇
で
は
定

植
の
と
き
、
１
㎡
に
緩
効
性
化

成
肥
料
を
２
５
０
ｇ
ほ
ど
元
肥

と
し
て
施
し
、
そ
の
後
２
カ
月

に
１
回
追
肥
を
施
し
ま
す
。

（
病
害
虫
）
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ハ

ダ
ニ
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

さ
し
芽
の
と
き
は
、
ウ
イ
ル

ス
病
に
か
か
っ
た
株
は
避
け
健

全
な
株
を
選
び
ま
す
。

 
!
"
#
$
%
&
'
&
(
)
*
+
,
-
.

晩
秋
の
風
と
共
に
去
り
行
く
絢/
0

爛1
0

た
る
紅
葉
の
姿
が
、
一
抹
の
無

常
感
を
誘
う
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
園
芸
店
で
は
、
初
冬
の
鉢
花
の
賑
わ
い
の
中
で
、
ひ
と

き
わ
目
を
引
く
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
に
似
た
鮮
黄
色
の
鉢
花
を
見
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、
ユ
リ
オ
プ
ス
デ
ー
ジ
ー
の
紹
介
で
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

〇234

▲ユリオプスデージー

火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日
で
す

�
5
6
7
�
8
9
	

:
;
<
�
=
>
?
@
A

高
齢
者
、
母
子
、
障
害
者
世

帯
等
で
、
除
雪
を
す
る
労
力
が

な
く
、
一
定
の
基
準
未
満
の
所

得
で
あ
る
世
帯
に
対
し
、
除
雪

費
を
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
同
居
・
別
居
に
か
か

わ
ら
ず
、
親
族
、
近
親
者
の
援

助
が
得
ら
れ
る
世
帯
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
助
成
を
受
け
る

た
め
に
は
、
事
前
に
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
じ
て

12
月
27
日
金�
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
ま
た
は
福
祉
総

務
課
�
39
・
２
２
１
７
へ

�
B
C
D
E
F
G
H
I
�



�
J
c
d
e
f

図
書
館
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
文

庫
で
は
、
図
書
を
朗
読
し
た
Ｃ

Ｄ
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
貸
し

出
し
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
字
幕
付
き
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
、
落
語

の
Ｃ
Ｄ
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

文
庫
に
追
加
し
ま
し
た
。

現
在
、
文
庫
に
は
計
７
９
０

タ
イ
ト
ル
が
あ
り
、
目
録
は
各

図
書
館
に
備
え
て
い
ま
す
。

体
が
不
自
由
で
図
書
館
に
来

館
で
き
な
い
人
に
は
、
無
料
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
宅
配
を
希
望
す
る
人
は
、

各
図
書
館
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
中
央
図
書
館
�

32
・
０
６
５
８
、
南
地
域
図
書

館
�
30
・
３
５
０
１
、
互
尊
文

庫
�
35
・
７
９
８
１
、
西
地
域

図
書
館
�
27
・
４
９
０
０
、
北

地
域
図
書
館
�
22
・
７
１
０
０

�
K
�
L
M
N
O
P
Q

RR
S
T
U
V
RW
U

「
消
す
心

置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に
」

今
年
の
火
災
件
数
は
10
月
20

日
現
在
81
件
で
、
死
者
は
過
去

最
悪
の
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
使
用
が
増
え
る
暖

房
器
具
な
ど
、
火
の
元
に
は
十

分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
万
一

の
場
合
に
す
ば
や
く
避
難
で
き

る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で

二
方
向
の
避
難
経
路
を
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
古
い
消
火
器
を
回
収
し
ま
す
〉

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
老

朽
化
し
た
消
火
器
を
有
料
（
１

本
１
、０
０
０
円
）
で
回
収
し
ま

す
。老

朽
化
し
た
消
火
器
を
誤
っ

て
操
作
し
、
け
が
を
す
る
事
例

が
全
国
で
起
き
て
い
ま
す
。
こ

の
期
間
に
消
防
署
ま
た
は
市
内

X
Y
Z
[
�
\
]
f

^
_
`
g
h
i
j
k
l

日
時
�
12
月
２
日
月�
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象

�
１
歳
未
満
児
と
保
護
者

内
容
�

講
演
「
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
育
児
」、

子
育
て
交
流
会

講
師
�
佐
渡
看
護

専
門
学
校
非
常
勤
講
師
・
斉
藤
良
子

さ
ん

定
員
�
50
組

□�
11
月
８
日

金�
か
ら
健
康
課
内
母
子
保
健
推
進
員

協
議
会
事
務
局
�
32
・
５
０
０
０
へ

X
m
n
o
p
q
r
6
s
t
u
v

w
E
x
y
z
{
E
e
c
|
i
}
~
l

�
J
q
�
�

開
所
日
�
平
成
15
年
４
月
１
日

住

所
�
蔵
王
１
の
６
の
17

定
員
�
30

人

□�
桜
花
園
・
木
下
さ
ん
�
47
・

５
５
２
５

X
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

募
集
人
数
�
１
年
生
80
人
、
２
〜
５

年
生
若
干
名

対
象
�
市
内
ま
た
は

近
隣
市
町
村
で
通
学
に
適
切
な
範
囲

（
片
道
お
お
む
ね
１
時
間
以
内
）
に

保
護
者
と
居
住
し
て
い
る
児
童

□�

募
集
要
項
・
願
書
の
請
求
は
11
月
１

日
金�
〜
15
日
金�
の
平
日
、
出
願
は
11

月
５
日
火�
〜
15
日
金�
の
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
、
附
属
長

岡
校
園
事
務
部
窓
口
�
32
・
４
９
５

６
へ（
郵
送
不
可
）

X
�
�
�
�
�i
�
E
�
�
G
�
E
l

�
�
�
�
 
>
¡
¢
£
¤
q
�
�

期
日
�
講
義
・
実
技
…
12
月
10
日
火�

¥¦§¨© �ª«¬­®æ¬̄ °±²� �̄¯�³ǽ¯̄²²

µ¶·¸�¹º»�¼½¾¿½ÀÁÂ½
ÃÄÅÆÇÈÉÊËÇÌÍÎºÏÐÑ
ÒÇÓÔÕÔÖ×Ï

�Ø

Ù�
Ú
Û
Ü
Ý

Ù�
Þ
ß
à
á
â

ã

ä

å

ç

è¥¦§�éê�ëìíî¼²®ï®ðè
男女がともに対等で、かつ、かけがえのないパートナ

ーとしてそれぞれが自立して暮らせる「男女共同参画社
会」づくりを進めるためには、あらゆる分野に男女がと
もに参画していくことが大切です。
長岡市では、審議会等に参画する女性の割合が平成14

年度は前年より2.6％増え、28.8％となりました。
今後は、委員公募枠の拡充等、さらに男女共同参画に

よるまちづくりを進めます。
担当＝企画課女性政策班�39・2204

ñòóô�õö÷ø�ùúûüýÌÍÎº
長岡市を訪れる観光客や市民からの依頼を受け、市内

の観光史跡などをご案内するのが観光ボランティアガイ
ドです。
現在、「長岡観光ボランティアガイ
ドの会」では33人がガイドとして活
躍中で、米百俵や戊辰戦争、火焔土
器などに関わる史跡などをご案内し
ながら、長岡の歴史や自然、文化に
ついてお話ししています。
みなさんも友達同士で、また、子

ども会や老人会などの地域活動で、
観光ボランティアガイドと一緒に市
内を巡ってみませんか。
ガイド料金＝半日3,000円

申し込み 長岡観光・コンベンション協会
�32・1187、þ31・1777

審議会・委員会等の状況（過去５年間、数値は４月１日現在）

年 度 審議会・
委員会数

女性委員を
含む会数

女性委員を
含む会の比率

委員数
（人）

女性委員数
（人）

女性委員
の比率

平成10年 38 30 78.9％ 608 137 22.5％
平成11年 37 30 81.1％ 581 139 23.9％
平成12年 41 35 85.4％ 745 200 26.8％
平成13年 43 37 86.0％ 688 180 26.2％
ÿ>Rff� ff� �� ���W� 	
R R�� �����

議会・行政委員会等の状況（平成14年４月１日現在）
委員数（人） 女性委員数（人）女性委員の比率

市 議 会 議 員 ※ 33 1 3.0％
教 育 委 員 5 2 40.0％
選 挙 管 理 委 員 4 0 0％
監 査 委 員 3 0 0％
公 平 委 員 3 0 0％
農 業 委 員 ※ 32 0 0％
固定資産評価審査委員 3 0 0％
※は選挙によるもの（農業委員は32人中28人が選挙による）

▲「ながおかのまち
再発見ツアー」の講
師としても活躍中で
す！
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▼
第
39
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

配
管
部
門
で
厚
生
労
働
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
た
功
績

�
�
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▼
第
３
回
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ

グ
ビ
ー
世
界
選
手
権
に
出
場
さ

れ
た
功
績

�
�

�
�
�
�
�
�
�

▼
多
年
に
わ
た
り
献
血
を
続
け

ら
れ
た
功
績
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▼
多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

N
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O
<
�
P
�
-
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X
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Z
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▼
多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
通

学
区
域
審
議
会
委
員
と
し
て
尽

く
さ
れ
た
功
績

�
#

]
^
�
Z
$
_
�

▼
多
年
に
わ
た
り
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

F
.

`
g
�
h
i
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▼
多
年
に
わ
た
り
町
内
会
長
と

し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

j
#

k
�
Z
l
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&
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n
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�
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▼
多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績
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▼
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績
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▼
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績
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▼
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し

て
尽
く
さ
れ
た
功
績
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▼
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し

て
尽
く
さ
れ
た
功
績

�
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�
�
�
�
�
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▼
多
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

�
�

 
Y
�
¡
_
�

o

¢
£
�
.
B
-
�

�
¤

�
£�
(
�
R
�
@
�

▼
多
年
に
わ
た
り
学
校
薬
剤
師

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績
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▼
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績
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▼
多
年
に
わ
た
り
双
葉
寮
に
慰

問
活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

�
À
Á
Â
Ã
=
Ä
Å
Æ
Ç

�
®
æ
¯
�
"
�

▼
多
年
に
わ
た
り
こ
ぶ
し
園
に

奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

B
È
É
Ê
Ë
�
�
Ì
"
�

▼
多
年
に
わ
た
り
環
境
美
化
活

動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

Í

«
�
=
>
?
@
�

▼
多
年
に
わ
た
り
除
雪
活
動
を

続
け
ら
れ
た
功
績

�
5

Î
�
�
Ï
-
�

ÐÑ

地
、
金
銭
上
の
問
題
な
ど

相
談
料

�
無
料

□Ò
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡

支
局
�
33
・
６
９
０
１

Ó
Ô
Õ
Ö
×Ø
Ù
Ú
Û
Ü
Ý
Þ
ß
à
á

長
岡
高
校
で
は
、
学
区
・
地
域
の

皆
さ
ん
の
声
に
応
え
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
の

声
を
聞
く
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
�
12
月
６
日
金�
午
後
２
時
か
ら

会
場
�
長
岡
高
校
会
議
室

□â
長
岡

高
校
�
32
・
０
０
７
２
、
�
33
・
０

６
５
０

Ó
ã
ä
å
ç
è
é
ê
ë
ì
í
î
ï

11
月
は
県
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

相
談
月
間
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
賃
金
・
解
雇
・
労
働
条
件
に
関
す

る
悩
み
ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
時
間
�
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
休

日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

□Ò
長
岡
労
政
事
務
所

�
37
・
６
１
１
０

Ó
ð
ñ
ò
ó
ô
õ
ö
Û
÷
ø
ù
ú

９
月
30
日
か
ら
新
潟
県
最
低
賃
金

が
、
こ
れ
ま
で
の
「
日
額
」
と
「
時

間
額
」
か
ら
「
時
間
額
」
の
み
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
金
額
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

時
間
額
�
６
４
１
円

□Ò
長
岡
労
働

基
準
監
督
署
�
33
・
８
７
１
１

Ó
Ö
û
ü
ý
þ
Û
ÿ
ff
Û

�
�
�
ì
í
�
�
�
�

�
�
Ð
	


Ð
a
	


b
c
d
	

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
が
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
が
抱

え
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
時
間
�
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日

・
年
末
年
始
を
除
く
）

e
f
�
�
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A
B
C
D

例
年
12
月
は
、
し
尿
く
み
取

り
の
申
し
込
み
が
集
中
し
、
作

業
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

降
雪
が
重
な
る
と
、
作
業
も
困

難
に
な
り
ま
す
。

降
雪
前
の
早
い
時
期
の
く
み

取
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
特

に
大
型
便
槽
は
11
月
中
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
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環
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業
務
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〈
犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
〉

犬
を
新
し
く
飼
う
と
き
に
は
、

必
ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
っ
た
ら
、
毎
年
１
回
、

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
、

一
度
飼
っ
た
犬
は
絶
対
に
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
人
に
か
み
つ
い
た
り

ふ
ん
・
尿
で
道
路
や
民
家
の
塀
、

庭
を
汚
し
た
り
し
て
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
、
つ
な
や
鎖
で
つ

な
い
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
散
歩

の
時
に
は
、

責
任
を
持

っ
て
フ
ン

の
後
始
末

を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
〉

猫
を
飼
う
と
き
に
は
、
周
囲

の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

自
宅
で
用
便
を
す
る
よ
う
し
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
猫

を
捨
て
る
の

は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

繁
殖
を
望
ま

な
い
場
合
は
、

避
妊
や
去
勢

を
し
て
野
良

猫
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

自
分
の
飼
っ
て
い
る
猫
の
消

息
が
把
握
で
き
る
よ
う
、
連
絡

先
を
書
い
た
首
輪
な
ど
の
目
印

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
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せ
�
環
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長
岡
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

（
地
上
・
地
下
）
で
は
、
冬
期

間
、
自
転
車
と
バ
イ
ク
（
50
㏄

以
下
）
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
�
11
月
１
日
〜
来
年
４
月

30
日

料
金
�
自
転
車
３
、０
０

０
円
、
バ
イ
ク
４
、５
０
０
円

申
し
込
み
・
搬
入
�
期
間
中
に

直
接
駐
車
場
へ

問
い
合
わ
せ

�
東
口
自
転
車
駐
車
場
�
34
・

１
６
７
８
、
東
口
地
下
自
転
車

駐
車
場
�
38
・
２
０
７
５
、
大

手
口
駐
車
場
�
33
・
２
３
４
５

Ó
Z
[
å
\
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ä
`
g

Ａ
Ｆ
Ｓ
年
間
留
学
生
（
高
校
生
）

の
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
中
で
す
。

留
学
生
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
、

と
も
に
異
文
化
体
験
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

受
入
期
間
�
平
成
15
年
３
月
下
旬
〜

16
年
２
月
上
旬
の
約
11
カ
月
間

□Ò

Ａ
Ｆ
Ｓ
長
岡
支
部
・
須
藤
さ
ん
�
・

�
35
・
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日
時
�
11
月
19
日
火�
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
３
０
１
会
議
室

内
容
�
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
長
岡
管
内
の
求
人
、
求
職
、

就
業
の
現
状
と
役
に
立
つ
制
度
や
法

律
、
保
険
、
税
金
の
話

定
員
�
40

人

□â
長
岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
の
窓
口
へ

□Ò

長
岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク
�
34
・
８
０
１
０

Ó
k
l
mn
o
ÿ
p
q
Ý
r
s
;
X
Y

期
日
�
11
月
26
日
火�
か
ら

価
格
�

４
０
０
円

販
売
部
数
�
１
０
０
冊

販
売
場
所
・
□Ò
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

内
消
費
者
協
会
長
岡
支
部
事
務
局
�

32
・
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０
２
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z

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
�
12
月
３
日
火�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

場
所
�
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
２
０
２
会
議
室

相
談
内
容

�
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
相
続
、
土
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10月13日、高校生「アイデアロボット競技大会」の県大会
が厚生会館で開かれ、長岡工業高校が２位、３位（２台）、５
位を獲得し、出場した４台のロボット全てが全国大会出場の
切符を手にしました。この競技大会は、高校生が自分たちの
手で作ったロボットを使って競技を行いながら、そのアイデ
アと技術を競うものです。今年の競技は「サッカー」。相手コ
ートに配置された２つのゴールへ、大・小２種類のボールを
いかにたくさん蹴り込むかで勝敗を競いました。
長岡工業高校のロボットは、安定した動きと正確なシュー

トで次々と勝利を重ね、そのレベ
ルの高さには、会場のあちこちか
ら、ため息が漏れるほどでした。
全国大会は、11月２日、３日に

岩手県で開催されます。

▲通勤時間帯に渋滞する
長生橋（西詰）

 ¡¢£¤�¥£�£	¦§̈©©ª�«¬
９月20日、市内の企業など多くの皆さんの参加を

得て、一斉ノーマイカーデーを実施しました。
当日は、2,708人がマイカ
ーを使用せずに通勤。この
分の自動車の台数を減らし
たことで、おおむね１日に
226世帯が排出する量の二酸
化炭素を削減できたことに
なります。
また、この日の信濃川３

橋りょう（長生橋、大手大
橋、長岡大橋）の交通量は、
当日と同じ平日の晴れの日と比較して491台（4.0％）
減少しました。
市では今後も、より多くの人から、環境にやさし

い身近な行動としてノーマイカーデーに参加しても
らえるよう取り組みを進めます。

担当＝都市政策課�39・2225、環境政策課�24・0528

­「全力を尽くして、ぜひ全国大会で
優勝したいです」と話す、準優勝ロ
ボット『®ǣ °±²°³・ 』́の操作者、瀧
澤信介さん（写真左から２番目）と
西野昌也さん（写真左・決勝戦で）
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